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　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
終
息
の
兆
し
が
み
え

な
い
中
、
市
民
の
皆
様
方
は

先
々
の
不
安
を
感
じ
な
が
ら

も
自
分
の
た
め
、
人
の
た
め

に
と
自
粛
要
請
に
応
え
、
前

向
き
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
姿

に
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　皆
様
の
頑
張
り
の
お
か
げ

で
自
粛
要
請
は
解
除
さ
れ
ま

し
た
が
、
第
２
波
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
今
後
も
こ
の
緊
張

感
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
新

型
コ
ロ
ナ
終
息
の
た
め
に
大

切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　今
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
い
う
見
え
な
い
敵
と
気
を

緩
め
ず
に
戦
う
こ
と
で
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

を
習
慣
化
し
て
、「
新
し
い

生
活
様
式
」
で
こ
の
局
面
を

乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

（
大
桃
俊
彦
）

あ
と
が
き

　２
月
定
例
会
に
「
魚
沼
市
い
じ
め
・
差

別
等
を
防
止
し
て
人
権
を
守
る
条
例

（
案
）」
が
提
案
さ
れ
、
最
終
日
に
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
た
。

　私
は
、
予
備
提
案
の
た
め
の
委
員
会
、

提
案
の
本
会
議
、
付
託
案
件
審
査
の
委
員

会
、
本
会
議
最
終
日
、
全
て
の
審
査
過
程

を
傍
聴
し
た
。

　学
校
で
の
い
じ
め
・
差
別
は
登
校
拒
否
、

自
死
等
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
、職
場
、

地
域
で
の
い
じ
め
・
差
別
は
ひ
き
こ
も
り
、

自
死
等
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

　当
市
は
、
県
下
で
自
殺
率
の
高
い
方
で

自
殺
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
条

例
が
役
立
て
ば
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　審
査
過
程
の
中
で
気
に
な
っ
た
の
は
、

第
２
条
で
関
係
法
律
を
記
述
し
、
定
義
と

し
て
い
る
が
、
議
会
に
は
資
料
と
し
て
提

出
さ
れ
ず
、
条
例
（
案
）
の
質
疑
が
不
十

分
に
感
じ
た
。
ま
た
、
こ
の
条
例
に
は
審

議
会
に
つ
い
て
の
条
文
が
な
く
、
持
ち
込

ま
れ
た
い
じ
め
・
差
別
事
案
に
つ
い
て
、

市
担
当
課
が
対
応
す
る
こ
と
と
な
る
。
行

政
現
場
が
過
重
負
担
と
な
り
、「
市
長
の

お
手
盛
り
」
と
の
批
判
が
発
生
し
な
い

か
？ 

議
会
の
対
応
に
期
待
す
る
。

　緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
時
、
私

は
こ
の
今
を
皆
で
辛
抱
す
れ
ば
、
前
の
よ

う
な
生
活
に
戻
れ
る
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
、
ど
う
や
ら
そ
う
は
行
か
な

い
み
た
い
で
す
ね
。
残
念
だ
け
ど…

。
歴

史
に
残
る
見
え
な
い
強
敵
の
よ
う
で
す
。

　さ
て
、
新
し
い
生
活
様
式
と
い
う
こ
と

で
い
ろ
い
ろ
な
実
践
例
の
中
で
の
生
活
が

動
き
始
め
て
い
ま
す
が
、私
が
思
う
の
は
、

毎
日
の
検
温
と
同
じ
よ
う
に
「
自
宅
で
ウ

イ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
」
が
で
き
る
と
良
い
な

と
い
う
こ
と
で
す
。「
今
朝
は
陽
性
だ
っ

た
の
で
、テ
レ
ワ
ー
ク
（
リ
モ
ー
ト
授
業
）

で
お
願
い
し
ま
す
」
と
、
柔
軟
に
対
応
で

き
る
職
場
や
学
校
に
な
っ
て
、結
果
が「
陰

性
」
だ
っ
た
ら
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
行

動
で
き
る
。
そ
し
て
、
以
前
の
よ
う
に
い

ろ
い
ろ
な
大
会
へ
参
加
し
た
り
、
お
祭
り

に
行
け
た
り…

。
そ
ん
な
に
簡
単
に
は
い

か
な
い
だ
ろ
う
け
ど
、
私
の
思
う
世
の
中

に
近
づ
い
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
何

か
を
思
い
切
り
や
れ
て
、
そ
ん
な
人
た
ち

を
心
か
ら
応
援
で
き
る
世
の
中
に
!!

新
し
い
生
活
様
式

市
民
の
声

中
原

　星

　孝
司
さ
ん

い
じ
め
・
差
別
等
防
止
条
例
の

制
定
を
歓
迎
し
て

小
出
島

井
口
浩
子
さ
ん

魚沼市議会
こんにちは

です
令和2年第2回定例会　No.69
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市民の声を市議会へ
「市民の声を聞く会」を開催します

「夜に咲く」小出中学校美術部

わが校
自慢

　小
出
中
学
校
は
、
元
気
が
あ
り

団
結
力
が
と
て
も
強
い
で
す
。
昨

年
の
体
育
祭
で
は
、
競
技
後
に
互

い
の
健
闘
を
称
え
合
い
、
全
校
一

丸
と
な
っ
て
校
歌
を
歌
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
予
定
に
は

な
い
、
生
徒
の
自
主
的

な
行
動
で
し
た
。
今
年

度
も
様
々
な
活
動
を
通

し
て
、
さ
ら
に
団
結
力

の
あ
る
学
校
に
し
た
い

で
す
。

　魚沼市議会では、新型コロナウイルス感染症対策
に十分留意したうえ、「市民の声を聞く会」を開催い
たします。
　市民の皆様から率直なご意見をお聴きし、今後の
議会活動に反映させていただきます。予約不要です
ので、直接会場にお越しください。

※マスクの着用をお願いします。
※手指の消毒をお願いします。（会場入口に消毒液を設置します）
※体調不良の方はご無理なさらずに来場をお控えください。

日時：８月６日㈭
　　  午後７時〜午後８時40分
会場：魚沼市役所本庁舎３階
　　　議会会議室

感染症対策への協力のお願い



23 魚 沼 市 議 会 だ よ り魚 沼 市 議 会 だ よ り

　５月28日、令和２年第２回臨時会を開催しました。専決処分を含む10議案が提案されました。前年度会計処理
の調整にともなう補正予算や国の税制改正等にともなう条例の一部改正についての専決と、今回は住民１人に10万
円を支給する｢特別定額給付金事業｣等を一刻も早く市民の皆様に給付できるよう、市長の申し出を踏まえ、４月30
日に専決処分とされた令和２年度一般会計補正予算（第１号）を承認しました。また、新型コロナウイルス感染症
に対する経済対策として、市民対象の宿泊補助・誘客宣伝事業や、水道の基本料金を50％減額、自粛要請により困
窮する市内事業者への支援策等が盛り込まれた令和２年度一般会計補正予算（第２号）、令和２年度水道事業会計
補正予算（第1号）、新型コロナウイルス感染症対策に係る関係条例の整理について審議し、可決しました。
　６月16日から７月３日までの18日間の会期で令和２年第２回定例会を開催しました。
　定例会初日に、プレミアム商品券事業等の追加の経済対策が盛り込まれた令和２年度一般会計補正予算（第３号）
を可決するとともに、人事議案20件を承認・同意しました。また、コロナ禍での議員の報酬を５％削減する｢魚沼
市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正案｣が議員発議され、議会運営委員会に付託され、
委員会では賛成多数で可決されましたが、本会議では同数となり議長裁決により否決されました。
　６月18･19日の２日間に渡って、16人の議員が登壇し、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、制限時間
を30分に短縮し、市政に関して一般質問を行いました。
　７月３日の最終日には、各常任委員会に付託された13議案を可決し、１件の請願を可決、１件の請願を継続審査
としました。

第2回臨時会・定例会報告第2回臨時会・定例会報告

第2回臨時会・定例会補正予算第2回臨時会・定例会補正予算

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

議案
第49号 ◎

魚沼市奨学基金条例の一部改正について
（民法の改正により法定利率が改正されたことに伴う所要の
改正を行うもの）

第２回臨時会議案等

※発議第１号「魚沼市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について」の議案賛否の状況は４ページをご覧ください。

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

議案
第38号 ◎

専決処分の承認を求めることについて
（専決第5号　令和元年度魚沼市一般会計補正予算（第10号））

議案
第39号 ◎

専決処分の承認を求めることについて
（専決第6号　令和元年度魚沼市国民健康保険特別会計補正予算（第4号））

議案
第40号 ◎

専決処分の承認を求めることについて
（専決第7号　令和元年度魚沼市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号））

議案
第41号 ◎

専決処分の承認を求めることについて
（専決第8号　魚沼市税条例等の一部改正について）

議案
第42号 ◎

専決処分の承認を求めることについて
（専決第9号　魚沼市国民健康保険税条例の一部改正について）

予

　
　
　
　算

議案
第43号 ◎

専決処分の承認を求めることについて
（専決第10号　令和2年度魚沼市一般会計補正予算（第1号））

議案
第44号 ◎

専決処分の承認を求めることについて
（専決第11号　魚沼市税条例の一部改正について）

議案
第45号 ◎令和2年度魚沼市一般会計補正予算（第2号）

議案
第46号 ◎令和2年度魚沼市水道事業会計補正予算（第1号）

予

　
　
　
　算

議案
第48号 ◎令和2年度魚沼市一般会計補正予算（第3号）予算

議案
第58号 ◎財産（高規格救急自動車）の取得について

議案
第59号 ◎財産（消防団用消防ポンプ自動車）の取得について

議案
第60号 ◎財産（ロータリ除雪車）の取得について

議案
第61号 ◎財産（除雪ドーザ）の取得について

議案
第63号 ◎財産（市内小中学校学習者用情報機器）の取得について

議案
第62号 ◎人権擁護委員候補者の推薦について（大湯温泉 桜井　忍 氏）

◎

農業委員会委員の任命について

大芋川　大家　市衛 氏 ・ 根小屋　上村喜久雄 氏
小平尾　金井　藤郎 氏 ・ 大白川　浅井　守雄 氏
長鳥甲　姉﨑　幸男 氏 ・ 須　原　小西　正春 氏
大栃山　浅井　典裕 氏 ・ 下　倉　韮澤　芳子 氏
伊勢島　桑原　正文 氏 ・ 青　島　井口恒一郎 氏
七日市　櫻井　信夫 氏 ・ 堀之内　吉田富美男 氏
中　島　今井　　渉 氏 ・ 上　原　佐藤　新一 氏
三ツ又　中澤　正規 氏 ・ 徳　田　井上　　昭 氏
大　倉　小岩　孝徳 氏 ・ 湯之谷芋川　星　美喜雄 氏
　原　　森山　武郎 氏

議案
第47号 ◎新型コロナウイルス感染症対策に係る関係条例の整理について条例

発議
第1号 ×

魚沼市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部改正について

発議
第2号 ◎

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度2分の1
復元に係る意見書の提出について

請願
第1号 ◎

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度2分の1
復元に係る意見書の採択を求める請願書

請願
第2号

継続
審査

種苗法一部改正案の撤回を求める請願書

議案
第50号 ◎魚沼市体育施設条例の一部改正について

（広神プールを廃止するため、所要の改正を行うもの）

議案
第51号 ◎

魚沼市ふるさと回帰育英基金条例の制定について
（市内の将来ある若い世代のために活用することを目的とし
た寄附を受けたことに伴い、寄附の目的に沿った基金を設置
するもの）

議案
第52号 ◎

魚沼市税条例の一部改正について
（地方税法の改正による軽量な葉巻たばこの課税方式の見直
しに伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第53号 ◎

魚沼市手数料徴収条例の一部改正について
（「情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利
便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るための
行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律等」
の改正により、通知カードが廃止されたことに伴う所要の改
正を行うもの）

議案
第54号 ◎

魚沼市高齢者住宅整備資金貸付条例等の一部改正について
（民法の改正により法定利率が改正されたことに伴い、所要
の改正を行うもの）

議案
第55号 ◎

魚沼市営住宅条例等の一部改正について
（民法の改正により法定利率が改正されたことに伴い、所要
の改正を行うもの）

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認
第２回定例会議案等

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

条

　
　
　
　
　例

そ

　の

　他

議案
第56号 ◎広神中学校体育館改修工事請負契約の締結について

議案
第57号 ◎四日町排水ポンプ場土木工事請負契約の締結について

そ 

の 

他

人

　
　
　
　
　事

請

　願

議
員
発
議

同意
第2号

同意
第20号

〜

「新型コロナウイルス感染症対策」に
　　　　　関する要望書を提出しました
「新型コロナウイルス感染症対策」に
　　　　　関する要望書を提出しました

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、魚沼市議会
では教育関係、医療・福祉関係への支援等21項目にわた
る要望事項を取りまとめ、５月18日に議長から市長へ要
望書を提出しました。

要望書の全文は、市議会ホームページで公開しています。

【歳入】特別交付税及びふるさと寄附金の追加、財政調整基金繰入金
の減額など、実績見込みに伴う調整　
【歳出】ふるさと結基金積立金の追加、道路機械除雪事業費の減額な
ど、実績見込みに伴う所要額の減額及び財源内訳の変更

【歳入】保険給付費等交付金の追加、国民健康保険給付等準備基金繰
入金の減額など、歳出の実績見込みに伴う一般会計繰入金の調整
【歳出】出産育児一時金等の保険給付費の減額など、実績見込みに伴
う所要額の減額及び財源内訳の変更

主　　な　　内　　容計

304億7,990万円

補正額

△10億2,170万円

補正前の額会　　　計　　　名

【令和２年第２回臨時会】

【令和２年第２回定例会】

一般会計（第10号）
令
和
元
年
度

315億 160万円

新型コロナウイルス感染症対策に要する経費の補正（国庫補助事業、
市単独事業）など
【歳入】地方創生臨時交付金、ひとり親世帯臨時特別給付金給付事業
費補助金の追加、土木費国庫補助金の内訳の変更、農林水産業費県補
助金、土木債の追加など
【歳出】ひとり親世帯臨時特別給付金支給事業、児童扶養手当給付事
業、緊急経済対策事業（プレミアム付き商品券発行事業）、その他観
光施設管理事業（指定管理施設管理継続支援事業）、市道等維持管理
事業、小・中学校管理事業（要保護・準要保護者への就学援助費の追
加支給）、農政管理事業、橋梁長寿命化事業、ふるさと回帰育成基金
費の追加など

主　　な　　内　　容計

323億3,750万円

補正額

3億6,530万円

補正前の額会　　　計　　　名

一般会計（第3号）

令
和
２
年
度

319億7,220万円

33億3,590万円△680万円事業勘定
国民健康保険
特別会計

（第4号）
33億4,270万円

後期高齢者医療
特別会計（第2号）

【歳入】後期高齢者医療保険料の内訳変更、一般会計繰入金の減額
【歳出】新潟県後期高齢者医療広域連合負担金及び健診委託料の減額8億3,110万円△250万円8億3,360万円

新型コロナウイルス感染症対策に要する経費の補正（国庫補助事業、
市単独事業）
【歳入】特別定額給付金給付事業費補助金、子育て世帯への臨時特別
給付金給付事業費補助金の追加など
【歳出】特別定額給付金事業、子育て世帯への臨時特別給付金支給事
業、雇用対策事業（雇用調整助成金申請手続支援事業費補助金）の追加

新型コロナウイルス感染症対策に要する経費の補正（国庫補助事業、
市単独事業）
【歳入】温泉使用料の減額、公立学校情報通信ネットワーク環境施設
整備補助金、公立学校情報機器整備費補助金、教育債、財政調整基金
繰入金の追加　など
【歳出】感染症対策事業、水道事業会計繰出金（水道基本料金減免分）、
緊急経済対策事業（中小事業者経営継続支援事業補助金、感染拡大防
止協力事業者協力金など）、ICT機器整備・情報教育推進事業の追加など

315億2,840万円36億7,840万円一般会計（第1号）

令
和
２
年
度

278億5,000万円

319億7,220万円4億4,380万円

収益的
支出

一般会計（第2号） 315億2,840万円

水道事業会計
（第1号）

【新型コロナウイルス感染症対策】水道の基本料金を6カ月間、50％
減免することに伴う料金システム改修経費9億1,240万円40万円9億1,200万円



23 魚 沼 市 議 会 だ よ り魚 沼 市 議 会 だ よ り

　５月28日、令和２年第２回臨時会を開催しました。専決処分を含む10議案が提案されました。前年度会計処理
の調整にともなう補正予算や国の税制改正等にともなう条例の一部改正についての専決と、今回は住民１人に10万
円を支給する｢特別定額給付金事業｣等を一刻も早く市民の皆様に給付できるよう、市長の申し出を踏まえ、４月30
日に専決処分とされた令和２年度一般会計補正予算（第１号）を承認しました。また、新型コロナウイルス感染症
に対する経済対策として、市民対象の宿泊補助・誘客宣伝事業や、水道の基本料金を50％減額、自粛要請により困
窮する市内事業者への支援策等が盛り込まれた令和２年度一般会計補正予算（第２号）、令和２年度水道事業会計
補正予算（第1号）、新型コロナウイルス感染症対策に係る関係条例の整理について審議し、可決しました。
　６月16日から７月３日までの18日間の会期で令和２年第２回定例会を開催しました。
　定例会初日に、プレミアム商品券事業等の追加の経済対策が盛り込まれた令和２年度一般会計補正予算（第３号）
を可決するとともに、人事議案20件を承認・同意しました。また、コロナ禍での議員の報酬を５％削減する｢魚沼
市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正案｣が議員発議され、議会運営委員会に付託され、
委員会では賛成多数で可決されましたが、本会議では同数となり議長裁決により否決されました。
　６月18･19日の２日間に渡って、16人の議員が登壇し、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、制限時間
を30分に短縮し、市政に関して一般質問を行いました。
　７月３日の最終日には、各常任委員会に付託された13議案を可決し、１件の請願を可決、１件の請願を継続審査
としました。

第2回臨時会・定例会報告第2回臨時会・定例会報告

第2回臨時会・定例会補正予算第2回臨時会・定例会補正予算

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

議案
第49号 ◎

魚沼市奨学基金条例の一部改正について
（民法の改正により法定利率が改正されたことに伴う所要の
改正を行うもの）

第２回臨時会議案等

※発議第１号「魚沼市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について」の議案賛否の状況は４ページをご覧ください。

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

議案
第38号 ◎

専決処分の承認を求めることについて
（専決第5号　令和元年度魚沼市一般会計補正予算（第10号））

議案
第39号 ◎

専決処分の承認を求めることについて
（専決第6号　令和元年度魚沼市国民健康保険特別会計補正予算（第4号））

議案
第40号 ◎

専決処分の承認を求めることについて
（専決第7号　令和元年度魚沼市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号））

議案
第41号 ◎

専決処分の承認を求めることについて
（専決第8号　魚沼市税条例等の一部改正について）

議案
第42号 ◎

専決処分の承認を求めることについて
（専決第9号　魚沼市国民健康保険税条例の一部改正について）

予

　
　
　
　算

議案
第43号 ◎

専決処分の承認を求めることについて
（専決第10号　令和2年度魚沼市一般会計補正予算（第1号））

議案
第44号 ◎

専決処分の承認を求めることについて
（専決第11号　魚沼市税条例の一部改正について）

議案
第45号 ◎令和2年度魚沼市一般会計補正予算（第2号）

議案
第46号 ◎令和2年度魚沼市水道事業会計補正予算（第1号）

予

　
　
　
　算

議案
第48号 ◎令和2年度魚沼市一般会計補正予算（第3号）予算

議案
第58号 ◎財産（高規格救急自動車）の取得について

議案
第59号 ◎財産（消防団用消防ポンプ自動車）の取得について

議案
第60号 ◎財産（ロータリ除雪車）の取得について

議案
第61号 ◎財産（除雪ドーザ）の取得について

議案
第63号 ◎財産（市内小中学校学習者用情報機器）の取得について

議案
第62号 ◎人権擁護委員候補者の推薦について（大湯温泉 桜井　忍 氏）

◎

農業委員会委員の任命について

大芋川　大家　市衛 氏 ・ 根小屋　上村喜久雄 氏
小平尾　金井　藤郎 氏 ・ 大白川　浅井　守雄 氏
長鳥甲　姉﨑　幸男 氏 ・ 須　原　小西　正春 氏
大栃山　浅井　典裕 氏 ・ 下　倉　韮澤　芳子 氏
伊勢島　桑原　正文 氏 ・ 青　島　井口恒一郎 氏
七日市　櫻井　信夫 氏 ・ 堀之内　吉田富美男 氏
中　島　今井　　渉 氏 ・ 上　原　佐藤　新一 氏
三ツ又　中澤　正規 氏 ・ 徳　田　井上　　昭 氏
大　倉　小岩　孝徳 氏 ・ 湯之谷芋川　星　美喜雄 氏
　原　　森山　武郎 氏

議案
第47号 ◎新型コロナウイルス感染症対策に係る関係条例の整理について条例

発議
第1号 ×

魚沼市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部改正について

発議
第2号 ◎

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度2分の1
復元に係る意見書の提出について

請願
第1号 ◎

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度2分の1
復元に係る意見書の採択を求める請願書

請願
第2号

継続
審査

種苗法一部改正案の撤回を求める請願書

議案
第50号 ◎魚沼市体育施設条例の一部改正について

（広神プールを廃止するため、所要の改正を行うもの）

議案
第51号 ◎

魚沼市ふるさと回帰育英基金条例の制定について
（市内の将来ある若い世代のために活用することを目的とし
た寄附を受けたことに伴い、寄附の目的に沿った基金を設置
するもの）

議案
第52号 ◎

魚沼市税条例の一部改正について
（地方税法の改正による軽量な葉巻たばこの課税方式の見直
しに伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第53号 ◎

魚沼市手数料徴収条例の一部改正について
（「情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利
便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るための
行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律等」
の改正により、通知カードが廃止されたことに伴う所要の改
正を行うもの）

議案
第54号 ◎

魚沼市高齢者住宅整備資金貸付条例等の一部改正について
（民法の改正により法定利率が改正されたことに伴い、所要
の改正を行うもの）

議案
第55号 ◎

魚沼市営住宅条例等の一部改正について
（民法の改正により法定利率が改正されたことに伴い、所要
の改正を行うもの）

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認
第２回定例会議案等

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

条

　
　
　
　
　例

そ

　の

　他

議案
第56号 ◎広神中学校体育館改修工事請負契約の締結について

議案
第57号 ◎四日町排水ポンプ場土木工事請負契約の締結について

そ 

の 

他

人

　
　
　
　
　事

請

　願

議
員
発
議

同意
第2号

同意
第20号

〜

「新型コロナウイルス感染症対策」に
　　　　　関する要望書を提出しました
「新型コロナウイルス感染症対策」に
　　　　　関する要望書を提出しました

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、魚沼市議会
では教育関係、医療・福祉関係への支援等21項目にわた
る要望事項を取りまとめ、５月18日に議長から市長へ要
望書を提出しました。

要望書の全文は、市議会ホームページで公開しています。

【歳入】特別交付税及びふるさと寄附金の追加、財政調整基金繰入金
の減額など、実績見込みに伴う調整　
【歳出】ふるさと結基金積立金の追加、道路機械除雪事業費の減額な
ど、実績見込みに伴う所要額の減額及び財源内訳の変更

【歳入】保険給付費等交付金の追加、国民健康保険給付等準備基金繰
入金の減額など、歳出の実績見込みに伴う一般会計繰入金の調整
【歳出】出産育児一時金等の保険給付費の減額など、実績見込みに伴
う所要額の減額及び財源内訳の変更

主　　な　　内　　容計

304億7,990万円

補正額

△10億2,170万円

補正前の額会　　　計　　　名

【令和２年第２回臨時会】

【令和２年第２回定例会】

一般会計（第10号）
令
和
元
年
度

315億 160万円

新型コロナウイルス感染症対策に要する経費の補正（国庫補助事業、
市単独事業）など
【歳入】地方創生臨時交付金、ひとり親世帯臨時特別給付金給付事業
費補助金の追加、土木費国庫補助金の内訳の変更、農林水産業費県補
助金、土木債の追加など
【歳出】ひとり親世帯臨時特別給付金支給事業、児童扶養手当給付事
業、緊急経済対策事業（プレミアム付き商品券発行事業）、その他観
光施設管理事業（指定管理施設管理継続支援事業）、市道等維持管理
事業、小・中学校管理事業（要保護・準要保護者への就学援助費の追
加支給）、農政管理事業、橋梁長寿命化事業、ふるさと回帰育成基金
費の追加など

主　　な　　内　　容計

323億3,750万円

補正額

3億6,530万円

補正前の額会　　　計　　　名

一般会計（第3号）

令
和
２
年
度

319億7,220万円

33億3,590万円△680万円事業勘定
国民健康保険
特別会計

（第4号）
33億4,270万円

後期高齢者医療
特別会計（第2号）

【歳入】後期高齢者医療保険料の内訳変更、一般会計繰入金の減額
【歳出】新潟県後期高齢者医療広域連合負担金及び健診委託料の減額8億3,110万円△250万円8億3,360万円

新型コロナウイルス感染症対策に要する経費の補正（国庫補助事業、
市単独事業）
【歳入】特別定額給付金給付事業費補助金、子育て世帯への臨時特別
給付金給付事業費補助金の追加など
【歳出】特別定額給付金事業、子育て世帯への臨時特別給付金支給事
業、雇用対策事業（雇用調整助成金申請手続支援事業費補助金）の追加

新型コロナウイルス感染症対策に要する経費の補正（国庫補助事業、
市単独事業）
【歳入】温泉使用料の減額、公立学校情報通信ネットワーク環境施設
整備補助金、公立学校情報機器整備費補助金、教育債、財政調整基金
繰入金の追加　など
【歳出】感染症対策事業、水道事業会計繰出金（水道基本料金減免分）、
緊急経済対策事業（中小事業者経営継続支援事業補助金、感染拡大防
止協力事業者協力金など）、ICT機器整備・情報教育推進事業の追加など

315億2,840万円36億7,840万円一般会計（第1号）

令
和
２
年
度

278億5,000万円

319億7,220万円4億4,380万円

収益的
支出

一般会計（第2号） 315億2,840万円

水道事業会計
（第1号）

【新型コロナウイルス感染症対策】水道の基本料金を6カ月間、50％
減免することに伴う料金システム改修経費9億1,240万円40万円9億1,200万円
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　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
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大
防

止
対
策
に
よ
る
影
響
で
、
地
域
経
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は
停

滞
し
、
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業
、
宿
泊
業
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業
、
タ

ク
シ
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ど
ん
底
」
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て
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そ
の
嘆
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多
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人
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き
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。

市
民
に
寄
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添
い
、
市
内
事
業
者
の
痛
み

を
分
か
ち
あ
う
こ
と
こ
そ
最
優
先
に
し
な

け
れ
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な
ら
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、
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の
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る
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政
策
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な
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よ
う
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も
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で
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す
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■ 
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を
受
け
、
話
を
聞
く
中
で
個
々
に
困
っ
て

い
る
こ
と
を
公
的
支
援
に
繋
げ
て
い
く
こ

と
だ
。

■ 

い
ま
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
で

き
る
だ
け
現
金
の
流
れ
を
止
め
な
い
こ
と

だ
。
報
酬
を
削
減
し
、
積
み
上
げ
る
こ
と

で
は
解
決
で
き
な
い
。
市
内
経
済
を
回
す

こ
と
を
最
優
先
に
考
え
る
べ
き
。

■ 

も
と
も
と
議
会
が
可
決
し
た
予
算
書
に

載
っ
て
い
る
報
酬
を
、
わ
ず
か
ば
か
り
削

減
す
る
よ
り
、
特
別
定
額
給
付
金
と
同
様
、

こ
の
削
減
し
た
い
と
す
る
報
酬
の
５
％
を

自
ら
市
内
消
費
に
回
し
、
地
域
経
済
の
活

性
化
の
一
助
に
す
る
こ
と
こ
そ
が
有
益
で

あ
る
。

■ 

今
は
ま
だ
、
議
員
の
報
酬
を
削
減
し
て

支
援
の
気
持
ち
を
表
す
と
い
う
段
階
で
は

な
い
。
今
や
る
べ
き
こ
と
は
、
行
政
と
議

会
が
一
丸
と
な
り
、
市
民
や
事
業
者
に
対

し
て
具
体
的
な
支
援
を
届
け
る
こ
と
に
全

力
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

■ 

本
当
に
苦
し
い
市
民
の
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
減
額
は
何
の
抵
抗
も
な
い
。
大
切
な

の
は
、
気
持
ち
で
あ
る
。
苦
境
に
立
た
さ

れ
て
い
る
市
民
に
寄
り
添
い
、
こ
れ
か
ら

の
対
策
や
対
応
を
し
っ
か
り
考
え
、
協
力

で
き
る
こ
と
を
微
力
で
も
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

■ 

昨
秋
の
ク
マ
被
害
、
異
常
少
雪
に
続
く

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
て
い
る
。
我
々
議
員
は
被
害
が
な
い
。

国
県
の
対
策
と
共
に
、
議
員
報
酬
の
削
減

を
市
の
独
自
支
援
策
に
加
え
、
市
民
の
希

望
と
活
力
に
つ
な
が
る
補
正
予
算
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。

■ 

こ
の
難
局
を
議
会
と
行
政
が
総
力
を
挙

げ
乗
り
越
え
る
べ
き
だ
。

■ 
様
々
な
業
種
の
市
民
が
苦
境
に
立
た
さ

れ
て
い
る
今
、
常
に
市
民
に
寄
り
添
う
議

員
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
、
困
っ
て
い
る

市
民
の
た
め
に
少
し
で
も
身
を
削
り
必
要

と
さ
れ
る
市
民
の
た
め
に
使
っ
て
も
ら
う

こ
と
だ
と
考
え
る
。

反
対
討
論

反
対
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論
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成
討
論

賛
成
討
論

地方自治法では「議長は、議員として表決に加わる権利を有しない」（第116条第2項）と定めていますが、

「可否同数のときは、議長の決するところによる」（同条第1項）として、議長の裁決権を認めています。
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　起
立
表
決
の
結
果
、
９
対
９
で
可
否
同

数
と
な
り
、
議
長
裁
決
の
結
果
「
否
決
」

と
決
し
ま
し
た
。
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案
賛
否
の
状
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新議場での議会始まる！
〜新議場をご紹介します〜

新議場での議会始まる！
〜新議場をご紹介します〜

新議場での議会始まる！
〜新議場をご紹介します〜

　新庁舎が完成し、市議会議場も旧広神庁舎から新庁舎３階に移りました。新しい議場は

魚沼市の花でもある「カタクリ」の紫色をイメージした絨毯が貼られた明るい雰囲気です。

議場モニター

　傍 聴 席 の 真 正 面 に モ ニ

ターを設置しました。発言

者の氏名のテロップ表示や

一般質問の発言残時間等々

が表示され、議場内の様子

が傍聴席からもより見やす

くなりました。

傍 聴 席

　対面式の新議場横に、傍

聴席が配置され、議論の様

子が見やすくなっています。

ま た、傍 聴 席 に は 天 井 ス

ピーカーの設置や、床下に

は　磁気ループアンテナを

埋設しています。

配信映像

　議場内に可動型カメラ２

台を設置しました。カメラ

とテロップが連動し、画面

には発言者の会派・氏名等

の表示がされ、視聴者によ

り分かりやすく審査の模様

をお伝えすることができる

ようになりました。

議場外モニター
（議会中継）

　庁舎３階（議場付近）と

１階（ぱぴぷ側正面玄関脇）

に設置したモニターにて議

会中継を行います。傍聴席

まで足を運ばなくても気軽

に議会の様子をご覧いただ

けます。

　市議会では、市民生活に密着した重要な問題が審議されています。傍聴を希望される方は、

本庁舎３階にある議場の傍聴受付にてお申し込みください。事前の予約は必要ありませんので、

ぜひお気軽にお越しください。

　現在、コロナウイルス感染症対策として傍聴席の間隔確保のため座席数を制限させていただいて
います。着席できる傍聴席が満席になった場合は、議場外モニターにて傍聴をしていだきますよう、
ご理解とご協力をお願いいたします。

5月28日「令和2年第2回臨時会」の様子5月28日「令和2年第2回臨時会」の様子

※

※ 難聴者の聞こえを支援する設備
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　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
対
策
に
よ
る
影
響
で
、
地
域
経
済
は
停

滞
し
、
飲
食
業
、
宿
泊
業
、
旅
行
業
、
タ

ク
シ
ー
業
な
ど
は
「
ど
ん
底
」
を
み
て
、

そ
の
嘆
き
を
多
く
の
人
か
ら
聞
い
て
き
た
。

市
民
に
寄
り
添
い
、
市
内
事
業
者
の
痛
み

を
分
か
ち
あ
う
こ
と
こ
そ
最
優
先
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
今
が
そ
の
時
で
あ
る
。

市
の
政
策
の
一
助
と
な
る
よ
う
議
員
報
酬

の
削
減
を
行
う
も
の
。

　７
月
か
ら
令
和
３
年
３
月
ま
で
の
間
に

支
給
す
る
議
員
報
酬
の
月
額
を
つ
ぎ
の
と

お
り
５
％
削
減
す
る
。

■ 

議
員
が
歳
費
を
カ
ッ
ト
し
て
臨
め
ば
、

市
管
理
職
や
市
職
員
に
対
し
給
与
削
減
の

大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
り
、
節
約
志

向
か
ら
消
費
喚
起
と
は
逆
効
果
と
な
る
。

議
員
と
し
て
す
べ
き
は
、
市
内
事
業
者
等

の
客
と
な
り
、
消
費
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
受
け
、
話
を
聞
く
中
で
個
々
に
困
っ
て

い
る
こ
と
を
公
的
支
援
に
繋
げ
て
い
く
こ

と
だ
。

■ 

い
ま
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
で

き
る
だ
け
現
金
の
流
れ
を
止
め
な
い
こ
と

だ
。
報
酬
を
削
減
し
、
積
み
上
げ
る
こ
と

で
は
解
決
で
き
な
い
。
市
内
経
済
を
回
す

こ
と
を
最
優
先
に
考
え
る
べ
き
。

■ 

も
と
も
と
議
会
が
可
決
し
た
予
算
書
に

載
っ
て
い
る
報
酬
を
、
わ
ず
か
ば
か
り
削

減
す
る
よ
り
、
特
別
定
額
給
付
金
と
同
様
、

こ
の
削
減
し
た
い
と
す
る
報
酬
の
５
％
を

自
ら
市
内
消
費
に
回
し
、
地
域
経
済
の
活

性
化
の
一
助
に
す
る
こ
と
こ
そ
が
有
益
で

あ
る
。

■ 

今
は
ま
だ
、
議
員
の
報
酬
を
削
減
し
て

支
援
の
気
持
ち
を
表
す
と
い
う
段
階
で
は

な
い
。
今
や
る
べ
き
こ
と
は
、
行
政
と
議

会
が
一
丸
と
な
り
、
市
民
や
事
業
者
に
対

し
て
具
体
的
な
支
援
を
届
け
る
こ
と
に
全

力
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

■ 

本
当
に
苦
し
い
市
民
の
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
減
額
は
何
の
抵
抗
も
な
い
。
大
切
な

の
は
、
気
持
ち
で
あ
る
。
苦
境
に
立
た
さ

れ
て
い
る
市
民
に
寄
り
添
い
、
こ
れ
か
ら

の
対
策
や
対
応
を
し
っ
か
り
考
え
、
協
力

で
き
る
こ
と
を
微
力
で
も
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

■ 

昨
秋
の
ク
マ
被
害
、
異
常
少
雪
に
続
く

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
て
い
る
。
我
々
議
員
は
被
害
が
な
い
。

国
県
の
対
策
と
共
に
、
議
員
報
酬
の
削
減

を
市
の
独
自
支
援
策
に
加
え
、
市
民
の
希

望
と
活
力
に
つ
な
が
る
補
正
予
算
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。

■ 

こ
の
難
局
を
議
会
と
行
政
が
総
力
を
挙

げ
乗
り
越
え
る
べ
き
だ
。

■ 

様
々
な
業
種
の
市
民
が
苦
境
に
立
た
さ

れ
て
い
る
今
、
常
に
市
民
に
寄
り
添
う
議

員
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
、
困
っ
て
い
る

市
民
の
た
め
に
少
し
で
も
身
を
削
り
必
要

と
さ
れ
る
市
民
の
た
め
に
使
っ
て
も
ら
う

こ
と
だ
と
考
え
る
。

反
対
討
論

反
対
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討
論
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成
討
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地方自治法では「議長は、議員として表決に加わる権利を有しない」（第116条第2項）と定めていますが、

「可否同数のときは、議長の決するところによる」（同条第1項）として、議長の裁決権を認めています。
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、
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長
裁
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結
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と
決
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〜新議場をご紹介します〜

　新庁舎が完成し、市議会議場も旧広神庁舎から新庁舎３階に移りました。新しい議場は

魚沼市の花でもある「カタクリ」の紫色をイメージした絨毯が貼られた明るい雰囲気です。

議場モニター

　傍 聴 席 の 真 正 面 に モ ニ

ターを設置しました。発言

者の氏名のテロップ表示や

一般質問の発言残時間等々

が表示され、議場内の様子

が傍聴席からもより見やす

くなりました。

傍 聴 席

　対面式の新議場横に、傍

聴席が配置され、議論の様

子が見やすくなっています。

ま た、傍 聴 席 に は 天 井 ス

ピーカーの設置や、床下に

は　磁気ループアンテナを

埋設しています。

配信映像

　議場内に可動型カメラ２

台を設置しました。カメラ

とテロップが連動し、画面

には発言者の会派・氏名等

の表示がされ、視聴者によ

り分かりやすく審査の模様

をお伝えすることができる

ようになりました。

議場外モニター
（議会中継）

　庁舎３階（議場付近）と

１階（ぱぴぷ側正面玄関脇）

に設置したモニターにて議

会中継を行います。傍聴席

まで足を運ばなくても気軽

に議会の様子をご覧いただ

けます。

　市議会では、市民生活に密着した重要な問題が審議されています。傍聴を希望される方は、

本庁舎３階にある議場の傍聴受付にてお申し込みください。事前の予約は必要ありませんので、

ぜひお気軽にお越しください。

　現在、コロナウイルス感染症対策として傍聴席の間隔確保のため座席数を制限させていただいて
います。着席できる傍聴席が満席になった場合は、議場外モニターにて傍聴をしていだきますよう、
ご理解とご協力をお願いいたします。

5月28日「令和2年第2回臨時会」の様子5月28日「令和2年第2回臨時会」の様子

※
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

近
隣
市
よ
り
遅
れ
た
市
独
自
の
支
援
策
に
つ
い
て
問
う

浅井　宏昭

答　
　
対
応
が
遅
か
っ
た
と
は
考

え
て
い
な
い

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
緊

急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
た
が
、
市
内
の

飲
食
・
宿
泊
業
を
中
心
に
様
々
な
業
種
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
状
況
確
認

の
た
め
市
内
を
回
っ
て
き
た
中
で
市
民
か

ら
挙
が
っ
て
い
た
声
か
ら
質
問
し
ま
す
。

１

　近
隣
の
市
に
比
べ
て
魚
沼
市
は
独
自

の
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
る
の
が
遅
か
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。

２

　宿
泊
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
完
全
に

終
息
し
て
収
入
が
元
に
戻
る
ま
で
に
は
長

い
時
間
が
か
か
る
と
感
じ
て
い
る
。
事
態

の
長
期
化
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
問
う
。

３

　テ
イ
ク
ア
ウ
ト
と
デ
リ
バ
リ
ー
を
や

っ
て
も
大
き
な
収
入
に
つ
な
が
ら
な
い
飲

食
店
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　１

　昨
年
度
の
う
ち
か
ら
雇
用
の

維
持
と
事
業
の
継
続
を
念
頭
に
お
い
た
市

独
自
の
融
資
制
度
を
創
設
し
対
応
を
進
め

て
お
り
、
対
応
が
遅
か
っ
た
と
は
考
え
て

い
な
い
。
ま
た
、
国
県
が
行
う
支
援
策
を

勘
案
し
な
が
ら
事
業
内
容
を
精
査
し
対
応

を
進
め
て
お
り
、
決
し
て
遅
き
に
失
し
た

と
は
思
っ
て
い
な
い
。

２

　国
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束
期
の
観
光
需
要

を
迅
速
に
取
り
込
め
る
よ
う
な
観
光
施
策

を
検
討
す
る
。
ま
た
、
新
し
い
生
活
様
式

を
踏
ま
え
た
地
域
の
観
光
商
品
の
磨
き
上

げ
や
観
光
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
な
ど

を
推
進
し
た
い
と
考
え
る
。

３

　市
と
し
て
は
、
制
度
融
資
や
信
用
保

証
料
補
給
等
の
緊
急
支
援
、
県
の
休
業
要

請
等
に
対
応
し
た
事
業
者
へ
の
協
力
金
の

支
給
、
売
上
が
大
幅
に
減
少
し
た
事
業
者

へ
の
上
限
50
万
円
の
支
援
金
支
給
な
ど
、

事
業
の
継
続
を
支
え
る
た
め
、
独
自
の
支

援
策
を
講
じ
て
い
る
。
今
後
も
地
域
の
状

況
を
注
視
し
、
適
切
な
支
援
策
を
講
じ
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

※

こ
の
ほ
か
、﹁
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
﹂
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

問答

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
の
営
業
の
自
粛
要
請
な
ど

か
ら
観
光
・
外
食
・
農
業
・
製
造
業
な
ど

甚
大
な
被
害
が
出
て
い
る
。
市
の
取
組
に

つ
い
て
問
う
。

１

　緊
急
対
策
方
針
決
定
前
に
、
行
政
と

議
会
と
の
連
携
が
不
足
し
、
十
分
な
情
報

共
有
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
感
じ
る
が
市

長
の
見
解
を
問
う
。

２

　こ
う
し
た
非
常
時
は
、
情
報
収
集
が

一
番
大
切
で
あ
る
。
市
長
は
市
内
経
済
等

の
状
況
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

３

　対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
た
が
、
市
独

自
の
経
済
的
な
方
針
が
遅
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。

４

　今
後
の
復
興
に
向
け
、
国
の
臨
時
交

付
金
、
市
の
財
政
調
整
基
金
な
ど
大
胆
な

補
正
予
算
を
早
期
に
取
り
組
む
べ
き
と
思

う
が
、
い
つ
頃
、
ど
の
位
の
額
を
想
定
し

て
い
る
か
問
う
。

　
　
　１

　市
の
取
組
に
か
か
る
情
報
に

つ
い
て
は
、
適
宜
議
会
側
に
提
供
し
、
適

切
に
対
応
を
進
め
て
き
た
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

２

　具
体
的
な
数
値
に
つ
い
て
は
、
新
潟

財
務
事
務
所
等
の
調
査
結
果
か
ら
マ
ク
ロ

的
な
視
点
で
経
済
状
況
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
各
業
界
団
体
・
商
工
会
を
通
じ
て

情
報
収
集
・
状
況
把
握
を
行
う
中
で
、
本

市
の
経
済
状
況
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

３

　経
済
対
策
に
つ
い
て
は
機
を
失
せ
ず

対
応
し
て
き
た
と
考
え
て
い
る
。

４

　市
で
は
国
や
県
が
行
う
支
援
策
が
な

い
部
分
、
ま
た
は
、
不
足
す
る
部
分
を
中

心
に
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
を
充
て
る

な
ど
し
て
市
の
独
自
事
業
と
し
て
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
追
加
の
経
済
対
策

等
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
必

要
な
事
業
が
決
定
し
て
い
な
い
た
め
、
具

体
的
な
繰
入
額
等
は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。

答 問　細
野
区
へ
の
除
雪
車
無
償
譲
渡
に
つ
い

て
、
総
務
文
教
委
員
会
で
所
管
事
務
調
査

を
行
い
、「
不
適
切
な
手
続
き
で
無
償
譲

渡
し
た
当
該
除
雪
車
に
つ
い
て
、
市
長
に

適
切
な
対
応
を
求
め
る
」
と
す
る
報
告
書

を
ま
と
め
た
。
本
件
報
告
書
は
、
議
会
全

員
協
議
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
全
会
一
致

で
市
長
に
提
出
さ
れ
た
。

　
　
　１

　細
野
区
に
除
雪
車
の
返
還
を

求
め
る
の
が
当
然
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

２

　細
野
区
の
除
雪
車
機
械
損
料
を
、
原

因
者
の
市
長
に
対
し
請
求
す
る
の
が
当
然

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　１

　訴
訟
に
関
す
る
内
容
と
な
る

た
め
、
答
弁
は
差
し
控
え
る
。

２

　１
と
同
じ
理
由
に
よ
り
、
答
弁
は
差

し
控
え
る
。

偽
装
公
文
書
作
成
及
び
行
使
の
責
任
を
問
う

　
　
　令
和
元
年
（
ワ
）
第
１
９
０
号
名

誉
棄
損
・
侮
辱
行
為
損
害
賠
償
請
求
訴
訟

で
、
市
長
ら
被
告
代
理
人
弁
護
士
が
提
出

し
た
乙
18
号
証
は
、「
雑
工
の
雑
廃
棄
物

処
理
」
の
写
真
の
表
記
を
改
ざ
ん
し
、
基

礎
の
下
か
ら
出
て
き
た
と
す
る
「
廃
棄
物

混
り
土
確
認
状
況
」
と
し
て
裁
判
所
に
提

出
し
た
も
の
で
あ
る
。
公
文
書
偽
造
及
び

行
使
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
市
長
の
責

任
を
問
う
。

　
　
　斎
場
建
設
事
業
に
お
い
て
、
偽
装

公
文
書
を
作
成
し
、
行
使
し
た
と
の
ご
指

摘
だ
が
、
裁
判
官
を
欺
こ
う
と
意
図
的
に

文
書
を
偽
装
し
た
事
実
は
な
い
。
当
案
件

は
現
在
、刑
事
告
発
が
さ
れ
て
い
る
た
め
、

答
弁
は
差
し
控
え
る
。

答

問

問

答 細
野
区
へ
の
除
雪
車
無
償
譲
渡
に
つ
い
て
問
う

大平　栄治

答　
　
訴
訟
に
関
す
る
内
容
の
た

め
、
答
弁
は
差
し
控
え
る

市
長
２
期
目
の
挑
戦
に
つ
い
て
再
度
問
う

答　
　
次
期
出
馬
に
向
け
て
取
り

組
む

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
不
安
を
抱
え
る
市

民
に
対
し
、
安
心
・
安
全
の
た
め
に
寄
り

添
い
粉
骨
砕
身
で
市
長
２
期
目
に
挑
戦
す

る
決
意
で
い
る
と
思
う
が
、
市
長
の
見
解

は
ど
う
か
。

　
　
　未
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
は
み
え
て
い
な
い
が
、
こ
う
い
う
時

期
だ
か
ら
こ
そ
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
欲

し
い
、
早
く
表
明
し
て
安
心
さ
せ
て
欲
し

い
等
々
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

る
。市
民
の
命
と
健
康
と
暮
ら
し
を
守
り
、

地
域
の
経
済
活
動
を
後
押
し
す
る
こ
と
に

よ
り
安
心
・
安
全
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

魚
沼
市
を
目
指
し
、
次
期
出
馬
に
向
け
て

取
り
組
む
。

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
の
増
員
に

つ
い
て

　
　
　広
大
な
面
積
の
魚
沼
市
で
、
ス
ク

ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
が
２
名
だ
け
で

は
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
れ
る
と
は
思

え
な
い
。
文
部
科
学
省
は
大
幅
な
増
員
を

今
年
度
計
画
し
て
い
る
。
当
市
も
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
を
増
員
し
、
ス
ク

ー
ル
ガ
ー
ド
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

の
資
質
向
上
の
促
進
や
見
守
り
の
充
実
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
が

各
地
を
巡
回
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
毎
年
10

月
頃
に
研
修
会
を
開
催
し
、教
育
委
員
会
、

市
建
設
課
、
警
察
署
、
県
地
域
振
興
局
、

長
岡
国
道
事
務
所
小
出
維
持
出
張
所
な
ど

か
ら
も
出
席
い
た
だ
き
、
通
学
路
の
危
険

箇
所
や
市
内
の
事
件
・
事
故
発
生
状
況
等

の
情
報
を
共
有
し
、
見
守
り
活
動
に
役
立

て
る
取
組
も
行
っ
て
い
る
。

　今
後
も
研
修
内
容
の
充
実
や
情
報
共
有

が
強
化
さ
れ
る
よ
う
積
極
的
な
情
報
発
信

を
す
る
こ
と
に
よ
り
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の

資
質
向
上
に
努
め
て
い
く
。

答

問問 答

大桃　俊彦

行
政
と
議
会
と
の
連
携
不
足
に
つ
い
て
問
う

佐藤　敏雄

答　
　
議
会
側
に
は
適
宜
情
報
提
供

し
、
適
切
な
対
応
を
進
め
て
き
た
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

近
隣
市
よ
り
遅
れ
た
市
独
自
の
支
援
策
に
つ
い
て
問
う

浅井　宏昭

答　
　
対
応
が
遅
か
っ
た
と
は
考

え
て
い
な
い

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
緊

急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
た
が
、
市
内
の

飲
食
・
宿
泊
業
を
中
心
に
様
々
な
業
種
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
状
況
確
認

の
た
め
市
内
を
回
っ
て
き
た
中
で
市
民
か

ら
挙
が
っ
て
い
た
声
か
ら
質
問
し
ま
す
。

１

　近
隣
の
市
に
比
べ
て
魚
沼
市
は
独
自

の
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
る
の
が
遅
か
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。

２

　宿
泊
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
完
全
に

終
息
し
て
収
入
が
元
に
戻
る
ま
で
に
は
長

い
時
間
が
か
か
る
と
感
じ
て
い
る
。
事
態

の
長
期
化
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
問
う
。

３

　テ
イ
ク
ア
ウ
ト
と
デ
リ
バ
リ
ー
を
や

っ
て
も
大
き
な
収
入
に
つ
な
が
ら
な
い
飲

食
店
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　１

　昨
年
度
の
う
ち
か
ら
雇
用
の

維
持
と
事
業
の
継
続
を
念
頭
に
お
い
た
市

独
自
の
融
資
制
度
を
創
設
し
対
応
を
進
め

て
お
り
、
対
応
が
遅
か
っ
た
と
は
考
え
て

い
な
い
。
ま
た
、
国
県
が
行
う
支
援
策
を

勘
案
し
な
が
ら
事
業
内
容
を
精
査
し
対
応

を
進
め
て
お
り
、
決
し
て
遅
き
に
失
し
た

と
は
思
っ
て
い
な
い
。

２

　国
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束
期
の
観
光
需
要

を
迅
速
に
取
り
込
め
る
よ
う
な
観
光
施
策

を
検
討
す
る
。
ま
た
、
新
し
い
生
活
様
式

を
踏
ま
え
た
地
域
の
観
光
商
品
の
磨
き
上

げ
や
観
光
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
な
ど

を
推
進
し
た
い
と
考
え
る
。

３

　市
と
し
て
は
、
制
度
融
資
や
信
用
保

証
料
補
給
等
の
緊
急
支
援
、
県
の
休
業
要

請
等
に
対
応
し
た
事
業
者
へ
の
協
力
金
の

支
給
、
売
上
が
大
幅
に
減
少
し
た
事
業
者

へ
の
上
限
50
万
円
の
支
援
金
支
給
な
ど
、

事
業
の
継
続
を
支
え
る
た
め
、
独
自
の
支

援
策
を
講
じ
て
い
る
。
今
後
も
地
域
の
状

況
を
注
視
し
、
適
切
な
支
援
策
を
講
じ
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

※

こ
の
ほ
か
、﹁
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
﹂
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

問答

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
の
営
業
の
自
粛
要
請
な
ど

か
ら
観
光
・
外
食
・
農
業
・
製
造
業
な
ど

甚
大
な
被
害
が
出
て
い
る
。
市
の
取
組
に

つ
い
て
問
う
。

１

　緊
急
対
策
方
針
決
定
前
に
、
行
政
と

議
会
と
の
連
携
が
不
足
し
、
十
分
な
情
報

共
有
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
感
じ
る
が
市

長
の
見
解
を
問
う
。

２

　こ
う
し
た
非
常
時
は
、
情
報
収
集
が

一
番
大
切
で
あ
る
。
市
長
は
市
内
経
済
等

の
状
況
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

３

　対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
た
が
、
市
独

自
の
経
済
的
な
方
針
が
遅
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。

４

　今
後
の
復
興
に
向
け
、
国
の
臨
時
交

付
金
、
市
の
財
政
調
整
基
金
な
ど
大
胆
な

補
正
予
算
を
早
期
に
取
り
組
む
べ
き
と
思

う
が
、
い
つ
頃
、
ど
の
位
の
額
を
想
定
し

て
い
る
か
問
う
。

　
　
　１

　市
の
取
組
に
か
か
る
情
報
に

つ
い
て
は
、
適
宜
議
会
側
に
提
供
し
、
適

切
に
対
応
を
進
め
て
き
た
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

２

　具
体
的
な
数
値
に
つ
い
て
は
、
新
潟

財
務
事
務
所
等
の
調
査
結
果
か
ら
マ
ク
ロ

的
な
視
点
で
経
済
状
況
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
各
業
界
団
体
・
商
工
会
を
通
じ
て

情
報
収
集
・
状
況
把
握
を
行
う
中
で
、
本

市
の
経
済
状
況
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

３

　経
済
対
策
に
つ
い
て
は
機
を
失
せ
ず

対
応
し
て
き
た
と
考
え
て
い
る
。

４

　市
で
は
国
や
県
が
行
う
支
援
策
が
な

い
部
分
、
ま
た
は
、
不
足
す
る
部
分
を
中

心
に
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
を
充
て
る

な
ど
し
て
市
の
独
自
事
業
と
し
て
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
追
加
の
経
済
対
策

等
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
必

要
な
事
業
が
決
定
し
て
い
な
い
た
め
、
具

体
的
な
繰
入
額
等
は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。

答 問　細
野
区
へ
の
除
雪
車
無
償
譲
渡
に
つ
い

て
、
総
務
文
教
委
員
会
で
所
管
事
務
調
査

を
行
い
、「
不
適
切
な
手
続
き
で
無
償
譲

渡
し
た
当
該
除
雪
車
に
つ
い
て
、
市
長
に

適
切
な
対
応
を
求
め
る
」
と
す
る
報
告
書

を
ま
と
め
た
。
本
件
報
告
書
は
、
議
会
全

員
協
議
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
全
会
一
致

で
市
長
に
提
出
さ
れ
た
。

　
　
　１

　細
野
区
に
除
雪
車
の
返
還
を

求
め
る
の
が
当
然
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

２

　細
野
区
の
除
雪
車
機
械
損
料
を
、
原

因
者
の
市
長
に
対
し
請
求
す
る
の
が
当
然

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　１

　訴
訟
に
関
す
る
内
容
と
な
る

た
め
、
答
弁
は
差
し
控
え
る
。

２

　１
と
同
じ
理
由
に
よ
り
、
答
弁
は
差

し
控
え
る
。

偽
装
公
文
書
作
成
及
び
行
使
の
責
任
を
問
う

　
　
　令
和
元
年
（
ワ
）
第
１
９
０
号
名

誉
棄
損
・
侮
辱
行
為
損
害
賠
償
請
求
訴
訟

で
、
市
長
ら
被
告
代
理
人
弁
護
士
が
提
出

し
た
乙
18
号
証
は
、「
雑
工
の
雑
廃
棄
物

処
理
」
の
写
真
の
表
記
を
改
ざ
ん
し
、
基

礎
の
下
か
ら
出
て
き
た
と
す
る
「
廃
棄
物

混
り
土
確
認
状
況
」
と
し
て
裁
判
所
に
提

出
し
た
も
の
で
あ
る
。
公
文
書
偽
造
及
び

行
使
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
市
長
の
責

任
を
問
う
。

　
　
　斎
場
建
設
事
業
に
お
い
て
、
偽
装

公
文
書
を
作
成
し
、
行
使
し
た
と
の
ご
指

摘
だ
が
、
裁
判
官
を
欺
こ
う
と
意
図
的
に

文
書
を
偽
装
し
た
事
実
は
な
い
。
当
案
件

は
現
在
、刑
事
告
発
が
さ
れ
て
い
る
た
め
、

答
弁
は
差
し
控
え
る
。

答

問

問

答 細
野
区
へ
の
除
雪
車
無
償
譲
渡
に
つ
い
て
問
う

大平　栄治

答　
　
訴
訟
に
関
す
る
内
容
の
た

め
、
答
弁
は
差
し
控
え
る

市
長
２
期
目
の
挑
戦
に
つ
い
て
再
度
問
う

答　
　
次
期
出
馬
に
向
け
て
取
り

組
む

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
不
安
を
抱
え
る
市

民
に
対
し
、
安
心
・
安
全
の
た
め
に
寄
り

添
い
粉
骨
砕
身
で
市
長
２
期
目
に
挑
戦
す

る
決
意
で
い
る
と
思
う
が
、
市
長
の
見
解

は
ど
う
か
。

　
　
　未
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
は
み
え
て
い
な
い
が
、
こ
う
い
う
時

期
だ
か
ら
こ
そ
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
欲

し
い
、
早
く
表
明
し
て
安
心
さ
せ
て
欲
し

い
等
々
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

る
。市
民
の
命
と
健
康
と
暮
ら
し
を
守
り
、

地
域
の
経
済
活
動
を
後
押
し
す
る
こ
と
に

よ
り
安
心
・
安
全
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

魚
沼
市
を
目
指
し
、
次
期
出
馬
に
向
け
て

取
り
組
む
。

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
の
増
員
に

つ
い
て

　
　
　広
大
な
面
積
の
魚
沼
市
で
、
ス
ク

ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
が
２
名
だ
け
で

は
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
れ
る
と
は
思

え
な
い
。
文
部
科
学
省
は
大
幅
な
増
員
を

今
年
度
計
画
し
て
い
る
。
当
市
も
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
を
増
員
し
、
ス
ク

ー
ル
ガ
ー
ド
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

の
資
質
向
上
の
促
進
や
見
守
り
の
充
実
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
が

各
地
を
巡
回
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
毎
年
10

月
頃
に
研
修
会
を
開
催
し
、教
育
委
員
会
、

市
建
設
課
、
警
察
署
、
県
地
域
振
興
局
、

長
岡
国
道
事
務
所
小
出
維
持
出
張
所
な
ど

か
ら
も
出
席
い
た
だ
き
、
通
学
路
の
危
険

箇
所
や
市
内
の
事
件
・
事
故
発
生
状
況
等

の
情
報
を
共
有
し
、
見
守
り
活
動
に
役
立

て
る
取
組
も
行
っ
て
い
る
。

　今
後
も
研
修
内
容
の
充
実
や
情
報
共
有

が
強
化
さ
れ
る
よ
う
積
極
的
な
情
報
発
信

を
す
る
こ
と
に
よ
り
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の

資
質
向
上
に
努
め
て
い
く
。

答

問問 答

大桃　俊彦

行
政
と
議
会
と
の
連
携
不
足
に
つ
い
て
問
う

佐藤　敏雄

答　
　
議
会
側
に
は
適
宜
情
報
提
供

し
、
適
切
な
対
応
を
進
め
て
き
た
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

臨
時
休
校
後
の
相
談
体
制
等
に
つ
い
て
問
う

星野みゆき

答　
　
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
派
遣
要
請

や
保
護
者
面
談
等
を
行
っ
て
い
る

　
　
　民
営
化
に
向
け
て
定
期
的
に
行
わ

れ
て
い
る
市
内
各
ス
キ
ー
場
関
係
者
と
市

担
当
課
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
、
前

向
き
な
内
容
も
出
て
き
て
い
る
も
の
の
、

平
行
線
の
ま
ま
結
論
が
出
ず
に
時
間
だ
け

が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
場

に
市
長
が
参
加
し
て
意
見
交
換
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。

　
　
　完
全
民
営
化
に
つ
い
て
は
既
に
議

会
で
議
決
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
大
変
重

く
受
け
止
め
て
い
る
。

　各
ス
キ
ー
場
運
営
事
業
者
と
は
昨
年
度

来
か
ら
協
議
を
重
ね
て
お
り
、
そ
の
協
議

経
過
等
の
状
況
に
つ
い
て
も
報
告
を
受
け

て
い
る
。
私
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
場
に
出
る

と
す
れ
ば
全
事
業
者
を
集
め
て
行
わ
な
い

と
公
平
性
に
欠
け
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
現

在
は
、
個
々
に
作
業
を
進
め
て
い
る
段
階

で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
協
議
を
重
ね
て

い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ

い
て

　
　
　１

　市
内
か
ら
感
染
者
が
出
た
場

合
の
対
策
は
十
分
に
練
ら
れ
て
い
る
か
。

２

　首
都
圏
で
は
地
方
に
会
社
を
移
転
す

る
動
き
が
あ
る
が
、
空
き
家
を
活
用
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

３

　今
後
感
染
拡
大
し
た
場
合
は
、
市
職

員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
進
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

　
　
　１

　保
健
所
と
市
で
そ
れ
ぞ
れ
担

う
役
割
を
確
認
し
て
い
る
。
市
で
は
、
市

民
か
ら
の
相
談
へ
の
対
応
、
さ
ら
な
る
感

染
拡
大
防
止
の
啓
発
、
議
会
へ
の
情
報
提

供
を
行
う
。

２

　企
業
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
本
市
に

移
転
し
た
い
と
の
動
き
が
あ
っ
た
時
点

で
、
相
手
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
物
件
等
の

相
談
の
中
で
、
空
き
家
の
ニ
ー
ズ
が
あ
れ

ば
検
討
し
た
い
。

３

　情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
点
や
窓
口
対

応
、
現
場
対
応
も
あ
る
行
政
事
務
の
特
殊

性
か
ら
す
る
と
、
現
段
階
に
お
い
て
は
推

進
は
難
し
い
と
考
え
る
。

答

問

問

答

　
　
　１

　臨
時
休
校
後
に
不
登
校
に
な

る
児
童
生
徒
が
い
る
と
聞
い
た
。
学
校
側

は
、
相
談
体
制
を
手
厚
く
す
る
な
ど
何
ら

か
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
か
。

２

　中
学
校
体
育
連
盟
主
催
の
中
越
地
区

大
会
、
県
大
会
や
中
越
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
な
ど
様
々
な
大
会
が
中
止
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
代
わ
る
部
活
の
成
果
を
出
せ
る
場

所
を
設
け
て
ほ
し
い
と
い
う
声
を
聞
い

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
が
落
ち
着
い
た
頃
に
、
市
内
大
会
や
記

録
会
を
、
文
化
部
に
対
し
て
は
、
発
表
の

場
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

３

　中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
に
つ
い

て
、
競
技
優
先
で
は
な
く
、
楽
し
く
運
動

に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
「
ゆ
る

部
活
」を
望
む
声
を
聞
い
た
。「
ゆ
る
部
活
」

を
立
ち
上
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　１

　臨
時
休
校
後
、
不
登
校
児
童

生
徒
（
年
間
30
日
以
上
欠
席
）
は
い
な
い

と
認
識
し
て
い
る
が
、
新
た
に
登
校
渋
り

が
原
因
で
、
遅
刻
や
休
み
が
ち
な
児
童
生

徒
が
小
学
校
４
人
、
中
学
校
３
人
い
る
。

休
校
中
は
、
学
校
と
連
携
し
、
不
登
校
対

策
の
支
援
員
や
教
員
経
験
者
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
家
庭
訪
問
や
保
護
者
と
の
面

談
、
支
援
会
議
等
を
行
っ
た
。

　相
談
体
制
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
中

越
教
育
事
務
所
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
派
遣
を
要
請
す
る
と

共
に
、
保
護
者
面
談
や
関
係
者
の
検
討
会

を
行
っ
て
い
る
。

２

　教
育
委
員
会
の
主
催
で
開
催
す
る
予

定
は
な
い
が
、
練
習
試
合
や
合
同
練
習
を

開
催
し
て
い
る
部
活
も
あ
る
。
ま
た
、
文

化
部
で
は
、
発
表
会
や
演
奏
会
等
各
学
校

で
工
夫
し
て
発
表
の
場
を
計
画
し
て
い
る
。

３

　「ゆ
る
部
活
」
の
立
ち
上
げ
に
つ
い

て
は
、
各
学
校
の
判
断
を
尊
重
す
る
考
え

で
あ
る
が
、
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、
現

在
の
部
活
動
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
現
状
で
は
新
た
な
部
の
設
立
は
難
し
い

と
思
わ
れ
る
。

問答　
　
　合
併
以
来
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た

新
庁
舎
が
完
成
し
、
新
庁
舎
を
中
心
と
す

る
市
街
地
の
活
性
化
と
周
辺
の
賑
わ
い
を

期
待
す
る
声
を
聞
く
が
、
今
後
ど
の
よ
う

な
活
性
化
策
を
考
え
て
い
る
か
。

１

　魚
沼
市
版
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
内

容
は
ど
う
か
。

２

　早
津
剛
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
絵
画
を

ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く
か
。

３

　新
庁
舎
内
に
展
示
し
て
あ
る
市
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
を
生
か
し
て
土
日
も
庁
舎
を
開

放
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　１

　中
心
市
街
地
へ
の
一
極
集
中

を
促
進
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
拠
点
に
お
い
て
も
快
適
な
日
常
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
魚
沼
市
版
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

で
あ
る
。

２

　目
黒
邸
や
小
出
郷
文
化
会
館
等
の
文

化
施
設
、
及
び
地
区
公
民
館
な
ど
の
社
会

教
育
関
係
施
設
に
展
示
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

３

　閉
庁
日
で
も
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
開
放

と
３
階
会
議
室
等
の
貸
出
を
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
、
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
は
既
に
開

放
し
、
展
示
区
画
の
展
示
品
は
ご
覧
い
た

だ
け
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
２

階
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
が
あ
り
、

開
放
し
な
い
区
画
と
し
て
い
る
。

職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

　
　
　令
和
２
年
度
よ
り
人
材
管
理
シ
ス

テ
ム
「
カ
オ
ナ
ビ
」
を
導
入
し
た
理
由
は

何
か
。

　
　
　公
平
性
、
客
観
性
を
持
っ
た
よ
り

効
果
的
な
人
事
評
価
制
度
と
す
る
た
め
、

本
市
の
人
事
評
価
制
度
を
見
直
す
こ
と
と

あ
わ
せ
、
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
評
価
制

度
の
運
用
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

答

問

問

答

　
　
　本
年
度
は
第
二
次
総
合
計
画
前
期

基
本
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
後
期
基

本
計
画
を
策
定
す
る
重
要
な
１
年
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
以
下
４
点
に
つ
い
て
問
う
。

１

　本
年
８
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
す
る
と
計
画
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
あ
る
が
、現
在
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

２

　第
６
期
の
審
議
会
委
員
は
決
ま
っ
て

い
る
の
か
。

３

　昨
年
８
月
に
後
期
基
本
計
画
策
定
の

基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
基
に
前
期
基
本
計
画
の
検
証
に

よ
り
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
計
画
は
あ

る
か
。

４

　新
庁
舎
を
中
心
に
こ
れ
か
ら
の
魚
沼

市
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考

え
る
。
市
長
に
と
っ
て
初
め
て
の
基
本
計

画
策
定
と
な
る
が
、
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

が
あ
る
か
。

　
　
　１

　こ
れ
ま
で
、
前
期
基
本
計
画

の
中
間
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
総
合
計

画
審
議
会
か
ら
は
中
間
検
証
の
結
果
に
対

す
る
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。現
在
は
、

庁
内
の
調
整
会
議
に
お
い
て
素
案
作
成
を

行
い
、
次
期
定
例
会
ま
で
に
原
案
を
ま
と

め
る
予
定
で
あ
る
。

２

　既
に
内
定
し
て
い
る
。

３

　人
口
減
少
問
題
、
地
域
経
済
の
活
性

化
、
健
康
福
祉
の
充
実
、
教
育
の
充
実
、

安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
と
い
っ
た
と
こ

ろ
が
、
後
期
基
本
計
画
に
向
け
て
の
重
要

な
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

４

　課
題
と
し
て
挙
げ
た
重
点
５
項
目
を

柱
と
し
て
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の

進
行
に
よ
る
人
口
構
造
の
変
化
に
対
応
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
持
続
可
能

で
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た

め
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。
そ
の
た
め

に
市
民
対
話
を
通
し
、
市
民
の
声
を
市
政

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
、
市
民
と
行
政
が

基
本
構
想
に
定
め
る
将
来
像
を
共
有
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

問答

魚
沼
市
版
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
問
う

答　
　
中
心
市
街
地
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
拠
点
の
利
便
性
の
維
持
確
保
を
図
る

岡部　計夫

民
営
化
に
向
け
た
ス
キ
ー
場
の
今
後
に
つ
い
て

星　　直樹

答　
　
期
限
内
の
完
全
民
営
化
に
向

け
、
引
き
続
き
協
議
を
重
ね
て
い
く

第
二
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
つ
い
て
問
う

関矢　孝夫

答　
　
市
民
対
話
を
通
し
、
広
く
市

民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る

※

１
　
カ
オ
ナ
ビ
　
人
材
管
理
シ
ス
テ

ム
。
様
々
な
人
材
情
報
を
一
元
管
理
す
る

こ
と
で
人
事
評
価
運
用
の
効
率
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
。

※

１
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

臨
時
休
校
後
の
相
談
体
制
等
に
つ
い
て
問
う

星野みゆき

答　
　
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
派
遣
要
請

や
保
護
者
面
談
等
を
行
っ
て
い
る

　
　
　民
営
化
に
向
け
て
定
期
的
に
行
わ

れ
て
い
る
市
内
各
ス
キ
ー
場
関
係
者
と
市

担
当
課
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
、
前

向
き
な
内
容
も
出
て
き
て
い
る
も
の
の
、

平
行
線
の
ま
ま
結
論
が
出
ず
に
時
間
だ
け

が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
場

に
市
長
が
参
加
し
て
意
見
交
換
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。

　
　
　完
全
民
営
化
に
つ
い
て
は
既
に
議

会
で
議
決
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
大
変
重

く
受
け
止
め
て
い
る
。

　各
ス
キ
ー
場
運
営
事
業
者
と
は
昨
年
度

来
か
ら
協
議
を
重
ね
て
お
り
、
そ
の
協
議

経
過
等
の
状
況
に
つ
い
て
も
報
告
を
受
け

て
い
る
。
私
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
場
に
出
る

と
す
れ
ば
全
事
業
者
を
集
め
て
行
わ
な
い

と
公
平
性
に
欠
け
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
現

在
は
、
個
々
に
作
業
を
進
め
て
い
る
段
階

で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
協
議
を
重
ね
て

い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ

い
て

　
　
　１

　市
内
か
ら
感
染
者
が
出
た
場

合
の
対
策
は
十
分
に
練
ら
れ
て
い
る
か
。

２

　首
都
圏
で
は
地
方
に
会
社
を
移
転
す

る
動
き
が
あ
る
が
、
空
き
家
を
活
用
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

３

　今
後
感
染
拡
大
し
た
場
合
は
、
市
職

員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
進
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

　
　
　１

　保
健
所
と
市
で
そ
れ
ぞ
れ
担

う
役
割
を
確
認
し
て
い
る
。
市
で
は
、
市

民
か
ら
の
相
談
へ
の
対
応
、
さ
ら
な
る
感

染
拡
大
防
止
の
啓
発
、
議
会
へ
の
情
報
提

供
を
行
う
。

２

　企
業
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
本
市
に

移
転
し
た
い
と
の
動
き
が
あ
っ
た
時
点

で
、
相
手
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
物
件
等
の

相
談
の
中
で
、
空
き
家
の
ニ
ー
ズ
が
あ
れ

ば
検
討
し
た
い
。

３

　情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
点
や
窓
口
対

応
、
現
場
対
応
も
あ
る
行
政
事
務
の
特
殊

性
か
ら
す
る
と
、
現
段
階
に
お
い
て
は
推

進
は
難
し
い
と
考
え
る
。

答

問

問

答

　
　
　１

　臨
時
休
校
後
に
不
登
校
に
な

る
児
童
生
徒
が
い
る
と
聞
い
た
。
学
校
側

は
、
相
談
体
制
を
手
厚
く
す
る
な
ど
何
ら

か
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
か
。

２

　中
学
校
体
育
連
盟
主
催
の
中
越
地
区

大
会
、
県
大
会
や
中
越
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
な
ど
様
々
な
大
会
が
中
止
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
代
わ
る
部
活
の
成
果
を
出
せ
る
場

所
を
設
け
て
ほ
し
い
と
い
う
声
を
聞
い

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
が
落
ち
着
い
た
頃
に
、
市
内
大
会
や
記

録
会
を
、
文
化
部
に
対
し
て
は
、
発
表
の

場
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

３

　中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
に
つ
い

て
、
競
技
優
先
で
は
な
く
、
楽
し
く
運
動

に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
「
ゆ
る

部
活
」を
望
む
声
を
聞
い
た
。「
ゆ
る
部
活
」

を
立
ち
上
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　１

　臨
時
休
校
後
、
不
登
校
児
童

生
徒
（
年
間
30
日
以
上
欠
席
）
は
い
な
い

と
認
識
し
て
い
る
が
、
新
た
に
登
校
渋
り

が
原
因
で
、
遅
刻
や
休
み
が
ち
な
児
童
生

徒
が
小
学
校
４
人
、
中
学
校
３
人
い
る
。

休
校
中
は
、
学
校
と
連
携
し
、
不
登
校
対

策
の
支
援
員
や
教
員
経
験
者
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
家
庭
訪
問
や
保
護
者
と
の
面

談
、
支
援
会
議
等
を
行
っ
た
。

　相
談
体
制
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
中

越
教
育
事
務
所
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
派
遣
を
要
請
す
る
と

共
に
、
保
護
者
面
談
や
関
係
者
の
検
討
会

を
行
っ
て
い
る
。

２

　教
育
委
員
会
の
主
催
で
開
催
す
る
予

定
は
な
い
が
、
練
習
試
合
や
合
同
練
習
を

開
催
し
て
い
る
部
活
も
あ
る
。
ま
た
、
文

化
部
で
は
、
発
表
会
や
演
奏
会
等
各
学
校

で
工
夫
し
て
発
表
の
場
を
計
画
し
て
い
る
。

３

　「ゆ
る
部
活
」
の
立
ち
上
げ
に
つ
い

て
は
、
各
学
校
の
判
断
を
尊
重
す
る
考
え

で
あ
る
が
、
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、
現

在
の
部
活
動
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
現
状
で
は
新
た
な
部
の
設
立
は
難
し
い

と
思
わ
れ
る
。

問答　
　
　合
併
以
来
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た

新
庁
舎
が
完
成
し
、
新
庁
舎
を
中
心
と
す

る
市
街
地
の
活
性
化
と
周
辺
の
賑
わ
い
を

期
待
す
る
声
を
聞
く
が
、
今
後
ど
の
よ
う

な
活
性
化
策
を
考
え
て
い
る
か
。

１

　魚
沼
市
版
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
内

容
は
ど
う
か
。

２

　早
津
剛
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
絵
画
を

ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く
か
。

３

　新
庁
舎
内
に
展
示
し
て
あ
る
市
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
を
生
か
し
て
土
日
も
庁
舎
を
開

放
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　１

　中
心
市
街
地
へ
の
一
極
集
中

を
促
進
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
拠
点
に
お
い
て
も
快
適
な
日
常
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
魚
沼
市
版
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

で
あ
る
。

２

　目
黒
邸
や
小
出
郷
文
化
会
館
等
の
文

化
施
設
、
及
び
地
区
公
民
館
な
ど
の
社
会

教
育
関
係
施
設
に
展
示
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

３

　閉
庁
日
で
も
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
開
放

と
３
階
会
議
室
等
の
貸
出
を
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
、
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
は
既
に
開

放
し
、
展
示
区
画
の
展
示
品
は
ご
覧
い
た

だ
け
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
２

階
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
が
あ
り
、

開
放
し
な
い
区
画
と
し
て
い
る
。

職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

　
　
　令
和
２
年
度
よ
り
人
材
管
理
シ
ス

テ
ム
「
カ
オ
ナ
ビ
」
を
導
入
し
た
理
由
は

何
か
。

　
　
　公
平
性
、
客
観
性
を
持
っ
た
よ
り

効
果
的
な
人
事
評
価
制
度
と
す
る
た
め
、

本
市
の
人
事
評
価
制
度
を
見
直
す
こ
と
と

あ
わ
せ
、
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
評
価
制

度
の
運
用
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

答

問

問

答

　
　
　本
年
度
は
第
二
次
総
合
計
画
前
期

基
本
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
後
期
基

本
計
画
を
策
定
す
る
重
要
な
１
年
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
以
下
４
点
に
つ
い
て
問
う
。

１

　本
年
８
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
す
る
と
計
画
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
あ
る
が
、現
在
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

２

　第
６
期
の
審
議
会
委
員
は
決
ま
っ
て

い
る
の
か
。

３

　昨
年
８
月
に
後
期
基
本
計
画
策
定
の

基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
基
に
前
期
基
本
計
画
の
検
証
に

よ
り
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
計
画
は
あ

る
か
。

４

　新
庁
舎
を
中
心
に
こ
れ
か
ら
の
魚
沼

市
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考

え
る
。
市
長
に
と
っ
て
初
め
て
の
基
本
計

画
策
定
と
な
る
が
、
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

が
あ
る
か
。

　
　
　１

　こ
れ
ま
で
、
前
期
基
本
計
画

の
中
間
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
総
合
計

画
審
議
会
か
ら
は
中
間
検
証
の
結
果
に
対

す
る
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。現
在
は
、

庁
内
の
調
整
会
議
に
お
い
て
素
案
作
成
を

行
い
、
次
期
定
例
会
ま
で
に
原
案
を
ま
と

め
る
予
定
で
あ
る
。

２

　既
に
内
定
し
て
い
る
。

３

　人
口
減
少
問
題
、
地
域
経
済
の
活
性

化
、
健
康
福
祉
の
充
実
、
教
育
の
充
実
、

安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
と
い
っ
た
と
こ

ろ
が
、
後
期
基
本
計
画
に
向
け
て
の
重
要

な
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

４

　課
題
と
し
て
挙
げ
た
重
点
５
項
目
を

柱
と
し
て
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の

進
行
に
よ
る
人
口
構
造
の
変
化
に
対
応
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
持
続
可
能

で
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た

め
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。
そ
の
た
め

に
市
民
対
話
を
通
し
、
市
民
の
声
を
市
政

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
、
市
民
と
行
政
が

基
本
構
想
に
定
め
る
将
来
像
を
共
有
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

問答

魚
沼
市
版
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
問
う

答　
　
中
心
市
街
地
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
拠
点
の
利
便
性
の
維
持
確
保
を
図
る

岡部　計夫

民
営
化
に
向
け
た
ス
キ
ー
場
の
今
後
に
つ
い
て

星　　直樹

答　
　
期
限
内
の
完
全
民
営
化
に
向

け
、
引
き
続
き
協
議
を
重
ね
て
い
く

第
二
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
つ
い
て
問
う

関矢　孝夫

答　
　
市
民
対
話
を
通
し
、
広
く
市

民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る

※

１
　
カ
オ
ナ
ビ
　
人
材
管
理
シ
ス
テ

ム
。
様
々
な
人
材
情
報
を
一
元
管
理
す
る

こ
と
で
人
事
評
価
運
用
の
効
率
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
。

※

１
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

大桃　　聰

市
民
へ
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
問
う

森島　守人

答　
　
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
、
様
々
な

手
段
で
正
確
な
情
報
発
信
を
行
っ
た

　ク
マ
人
身
事
件
、
異
常
少
雪
と
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
地
域
経

済
が
麻
痺
し
て
い
る
。
雇
用
の
維
持
、
事

業
の
維
持
継
続
が
困
難
に
な
り
、
失
業
、

廃
業
倒
産
の
危
機
で
生
活
す
ら
危
ぶ
ま
れ

て
い
る
。感
染
拡
大
の
終
息
は
見
込
め
ず
、

収
束
さ
え
予
想
が
つ
か
な
い
状
況
で
あ

る
。
経
済
活
動
再
生
の
た
め
の
実
行
計
画

と
施
策
を
ど
う
考
え
る
か
を
問
う
。

　
　
　令
和
２
年
度
決
算
と
各
産
業
各
事

業
所
の
業
績
を
ど
の
よ
う
に
予
想
す
る
か
。

　
　
　消
費
活
動
の
低
迷
や
事
業
所
の
休

業
な
ど
に
よ
り
、
各
種
地
方
交
付
税
や
市

税
へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
が
、
現
時
点

で
予
想
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
各
産

業
の
業
績
予
想
も
困
難
で
あ
る
が
、
経
済

回
復
の
た
め
の
業
務
を
行
う
こ
と
が
大
切

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　経
済
再
生
の
た
め
に
、
生
活
の
安

定
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
市
民
、
民
間
産

業
業
界
、
地
域
そ
し
て
行
政
が
一
丸
と
な

り
取
り
組
む
べ
き
と
思
う
。
そ
の
指
針
と

な
る
広
義
の
観
光
復
興
計
画
を
早
急
に
策

定
す
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　観
光
の
推
進
計
画
策
定
へ
の
思
い

は
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
多
様
な
業
種
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お

り
、
こ
こ
か
ら
ど
う
回
復
さ
せ
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
全

産
業
へ
の
支
援
策
を
横
断
的
に
結
び
付

け
、
地
域
経
済
の
再
生
と
生
活
の
安
定
を

図
っ
て
い
く
た
め
、
観
光
に
特
化
す
る
こ

と
な
く
多
分
野
で
国
・
県
と
連
携
し
な
が

ら
広
域
的
に
地
域
経
済
の
復
興
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

答

問問 答

　
　
　地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
に

委
託
に
出
し
た
よ
う
だ
が
適
切
な
管
理
は

可
能
か
。

　
　
　今
年
度
、「
井
口
新
田
・
大
下
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」
と
契
約
を
締
結
し

た
。
委
託
業
務
の
内
容
は
、
清
掃
、
除
草
、

芝
生
の
管
理
、
冬
囲
い
な
ど
で
あ
り
、
受

託
で
き
る
範
囲
、
内
容
と
考
え
る
。

　
　
　当
該
施
設
の
位
置
づ
け
は
何
か
。

ま
た
、跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
　湯
之
谷
小
学
校
の
第
２
体
育
館
の

敷
地
内
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
施
設
と

し
て
位
置
づ
け
、
い
わ
ゆ
る
校
庭
と
し
て

管
理
す
る
。
跡
地
に
つ
い
て
は
「
魚
沼
市

教
育
財
産
管
理
規
則
」
に
定
め
る
禁
止
事

項
に
抵
触
し
な
い
限
り
、
立
ち
入
り
等
を

禁
ず
る
も
の
で
は
な
く
、
学
校
の
活
動
に

支
障
が
な
い
限
り
、
誰
で
も
自
由
に
利
用

が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
災
害
時
に
は
、

体
育
館
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
一
体
的
に
活
用

す
る
こ
と
で
、
大
勢
の
避
難
者
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
お
り
、
用

途
や
利
用
者
を
限
定
せ
ず
に
、
多
目
的
に

活
用
で
き
る
場
所
と
捉
え
て
い
る
。

新
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て

　
　
　選
定
用
地
が
白
紙
撤
回
さ
れ
た
と

の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　今
後
は
、
本
市
、
南
魚
沼
市
、
湯

沢
町
を
含
め
た
区
域
内
で
候
補
地
に
つ
い

て
ゼ
ロ
か
ら
議
論
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
。
２
市
１
町
の
枠
組
み
の
中
で
、
１
施

設
を
建
設
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
２
施
設

を
併
用
し
て
運
転
す
る
の
か
も
含
め
て
、

引
き
続
き
本
市
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
が

引
き
出
せ
る
よ
う
、
具
体
的
な
協
議
を
進

め
て
い
く
。

答

問問

問

答答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ

い
て　

　
　１

　専
決
処
分
、
補
正
措
置
を
含

め
、
市
単
独
事
業
件
数
と
事
業
費
の
総
額

は
い
く
ら
か
。

２

　先
の
見
え
な
い
不
安
が
募
る
中
、
市

民
へ
の
安
心
感
に
つ
な
が
る
発
信
力
に
つ

い
て
市
長
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

３

　魚
沼
市
な
ら
で
は
の
経
済
対
策
は
何

と
考
え
る
か
。

４

　各
部
署
か
ら
の
対
策
の
取
り
ま
と
め

に
つ
い
て
、
提
案
型
の
対
策
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
　１

　財
源
と
し
て
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
等
を
充
当
す
る
事
業
を
含
め
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る

市
単
独
事
業
件
数
は
24
件
で
、
事
業
費
総

額
は
３
億
5
，
9
4
3
万
円
で
あ
る
。
令

和
元
年
度
予
算
で
の
事
業
を
合
わ
せ
る
と

64
件
、
４
億
1
，
1
0
0
万
円
の
市
単
独

事
業
を
実
施
す
る
。

２

　市
民
へ
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
、
必
要
な
情
報
を
幅

広
く
収
集
し
、
新
し
い
生
活
様
式
の
中
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
様
々
な
手
段

で
正
確
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
市
の
発
信

力
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

３

　事
業
者
支
援
と
し
て
「
中
小
事
業
者

経
営
継
続
支
援
」
や
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
協
力
事
業
者
協
力

金
支
給
」
な
ど
を
は
じ
め
「
観
光
需
要
喚

起
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
や
「
手
作
り
マ
ス
ク

de
商
店
街
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」

な
ど
様
々
な
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
市
内
経
済
活
動
の
活
性
化
と
市
民
へ

の
生
活
支
援
と
し
て
行
う
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業
へ
の
補
助
も
行
う
。

４

　各
部
署
に
お
い
て
市
内
関
係
者
等
か

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見
を
聴
取
し
、
実
情

に
応
じ
た
対
策
と
な
る
よ
う
部
署
内
、
職

員
間
で
十
分
に
検
討
し
た
う
え
で
、
提
案

及
び
予
算
要
求
が
行
わ
れ
た
。

※

こ
の
ほ
か
、﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
へ
支

援
﹂
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

問答

　
　
　１

　３
学
期
分
の
学
習
遅
れ
を
代

替
え
す
る
授
業
は
行
わ
れ
た
か
。

２

　今
年
度
の
学
習
遅
れ
は
ど
の
程
度
か
。

３

　学
習
遅
れ
は
夏
休
み
の
短
縮
や
土
曜

日
の
登
校
な
ど
で
対
応
す
る
の
か
。

　
　
　１

　本
市
で
は
３
月
３
日
か
ら
臨

時
休
校
を
行
っ
た
。
こ
の
時
点
で
中
学
校

３
年
生
は
学
習
を
終
え
て
お
り
、
遅
れ
は

な
か
っ
た
。
小
学
校
１
年
〜
中
学
校
２
年

生
ま
で
は
、指
導
の
重
点
化
を
図
っ
た
り
、

４
月
に
未
指
導
の
学
習
を
行
っ
た
り
し
た

結
果
、
３
学
期
分
の
学
習
遅
れ
を
代
替
す

る
授
業
は
終
了
し
て
い
る
。

２

　今
年
度
は
４
月
27
日
か
ら
５
月
10
日

ま
で
臨
時
休
校
し
た
が
、
休
日
を
除
く
と

学
習
の
遅
れ
は
６
日
分
で
あ
る
。

３

　全
て
の
小
中
学
校
で
夏
休
み
、
一
部

の
学
校
で
は
冬
休
み
も
短
縮
し
て
授
業
を

行
う
が
、
各
校
で
教
育
活
動
の
計
画
が
あ

る
た
め
一
律
の
短
縮
は
行
わ
な
い
。ま
た
、

土
曜
日
授
業
の
実
施
は
し
な
い
。

家
庭
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い
て

　
　
　オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
っ
て
い
る

学
校
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
当
市
に
お
い
て

も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
う
べ
き
と
考
え

る
。
家
庭
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
体
制

づ
く
り
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
　
　オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
は
学
習

保
障
の
面
か
ら
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　現
在
、
国
の
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想

を
受
け
、
児
童
生
徒
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
整
備
を
進
め
て
い
る
が
、
約
１
割
の

家
庭
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
環
境
が
整
っ

て
い
な
い
。
す
べ
て
の
児
童
生
徒
が
、
家

庭
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
で
き
る
体
制
づ

く
り
に
向
け
て
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
の
貸

出
し
等
今
後
さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答

問

問

答 旧
井
口
小
跡
地
の
管
理
業
務
委
託
に
つ
い
て
問
う

答　
　
地
元
の
コ
ミ
協
に
お
い
て
受

託
で
き
る
範
囲
・
内
容
で
あ
る

地
域
経
済
再
生
の
た
め
に
観
光
復
興
計
画
の
策
定
を

富永三千敏

答　
　
観
光
推
進
計
画
策
定
へ
の
思
い
は
あ
る
が
、

多
分
野
で
地
域
経
済
の
復
興
に
取
り
組
む

休
校
に
よ
る
学
習
の
遅
れ
の
対
応
に
つ
い
て
問
う

志田　　貢

答　
　
夏
休
み
や
冬
休
み
を
短
縮

し
て
対
応
す
る
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︶
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質
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な
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で
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確
な
情
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。
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の
安
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民
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そ
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一
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む
べ
き
と
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。
そ
の
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に
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。
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は
何
か
。

ま
た
、跡
地
の
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用
に
つ
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て
は
ど
う
か
。

　
　
　湯
之
谷
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学
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の
第
２
体
育
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の

敷
地
内
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
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施
設
と

し
て
位
置
づ
け
、
い
わ
ゆ
る
校
庭
と
し
て

管
理
す
る
。
跡
地
に
つ
い
て
は
「
魚
沼
市

教
育
財
産
管
理
規
則
」
に
定
め
る
禁
止
事

項
に
抵
触
し
な
い
限
り
、
立
ち
入
り
等
を

禁
ず
る
も
の
で
は
な
く
、
学
校
の
活
動
に

支
障
が
な
い
限
り
、
誰
で
も
自
由
に
利
用

が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
災
害
時
に
は
、

体
育
館
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
一
体
的
に
活
用

す
る
こ
と
で
、
大
勢
の
避
難
者
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
お
り
、
用

途
や
利
用
者
を
限
定
せ
ず
に
、
多
目
的
に

活
用
で
き
る
場
所
と
捉
え
て
い
る
。

新
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て

　
　
　選
定
用
地
が
白
紙
撤
回
さ
れ
た
と

の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　今
後
は
、
本
市
、
南
魚
沼
市
、
湯

沢
町
を
含
め
た
区
域
内
で
候
補
地
に
つ
い

て
ゼ
ロ
か
ら
議
論
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
。
２
市
１
町
の
枠
組
み
の
中
で
、
１
施

設
を
建
設
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
２
施
設

を
併
用
し
て
運
転
す
る
の
か
も
含
め
て
、

引
き
続
き
本
市
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
が

引
き
出
せ
る
よ
う
、
具
体
的
な
協
議
を
進

め
て
い
く
。

答

問問

問

答答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ

い
て　

　
　１

　専
決
処
分
、
補
正
措
置
を
含

め
、
市
単
独
事
業
件
数
と
事
業
費
の
総
額

は
い
く
ら
か
。

２

　先
の
見
え
な
い
不
安
が
募
る
中
、
市

民
へ
の
安
心
感
に
つ
な
が
る
発
信
力
に
つ

い
て
市
長
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

３

　魚
沼
市
な
ら
で
は
の
経
済
対
策
は
何

と
考
え
る
か
。

４

　各
部
署
か
ら
の
対
策
の
取
り
ま
と
め

に
つ
い
て
、
提
案
型
の
対
策
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
　１

　財
源
と
し
て
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
等
を
充
当
す
る
事
業
を
含
め
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る

市
単
独
事
業
件
数
は
24
件
で
、
事
業
費
総

額
は
３
億
5
，
9
4
3
万
円
で
あ
る
。
令

和
元
年
度
予
算
で
の
事
業
を
合
わ
せ
る
と

64
件
、
４
億
1
，
1
0
0
万
円
の
市
単
独

事
業
を
実
施
す
る
。

２

　市
民
へ
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
、
必
要
な
情
報
を
幅

広
く
収
集
し
、
新
し
い
生
活
様
式
の
中
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
様
々
な
手
段

で
正
確
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
市
の
発
信

力
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

３

　事
業
者
支
援
と
し
て
「
中
小
事
業
者

経
営
継
続
支
援
」
や
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
協
力
事
業
者
協
力

金
支
給
」
な
ど
を
は
じ
め
「
観
光
需
要
喚

起
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
や
「
手
作
り
マ
ス
ク

de
商
店
街
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」

な
ど
様
々
な
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
市
内
経
済
活
動
の
活
性
化
と
市
民
へ

の
生
活
支
援
と
し
て
行
う
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業
へ
の
補
助
も
行
う
。

４

　各
部
署
に
お
い
て
市
内
関
係
者
等
か

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見
を
聴
取
し
、
実
情

に
応
じ
た
対
策
と
な
る
よ
う
部
署
内
、
職

員
間
で
十
分
に
検
討
し
た
う
え
で
、
提
案

及
び
予
算
要
求
が
行
わ
れ
た
。

※

こ
の
ほ
か
、﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
へ
支

援
﹂
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

問答

　
　
　１

　３
学
期
分
の
学
習
遅
れ
を
代

替
え
す
る
授
業
は
行
わ
れ
た
か
。

２

　今
年
度
の
学
習
遅
れ
は
ど
の
程
度
か
。

３

　学
習
遅
れ
は
夏
休
み
の
短
縮
や
土
曜

日
の
登
校
な
ど
で
対
応
す
る
の
か
。

　
　
　１

　本
市
で
は
３
月
３
日
か
ら
臨

時
休
校
を
行
っ
た
。
こ
の
時
点
で
中
学
校

３
年
生
は
学
習
を
終
え
て
お
り
、
遅
れ
は

な
か
っ
た
。
小
学
校
１
年
〜
中
学
校
２
年

生
ま
で
は
、指
導
の
重
点
化
を
図
っ
た
り
、

４
月
に
未
指
導
の
学
習
を
行
っ
た
り
し
た

結
果
、
３
学
期
分
の
学
習
遅
れ
を
代
替
す

る
授
業
は
終
了
し
て
い
る
。

２

　今
年
度
は
４
月
27
日
か
ら
５
月
10
日

ま
で
臨
時
休
校
し
た
が
、
休
日
を
除
く
と

学
習
の
遅
れ
は
６
日
分
で
あ
る
。

３

　全
て
の
小
中
学
校
で
夏
休
み
、
一
部

の
学
校
で
は
冬
休
み
も
短
縮
し
て
授
業
を

行
う
が
、
各
校
で
教
育
活
動
の
計
画
が
あ

る
た
め
一
律
の
短
縮
は
行
わ
な
い
。ま
た
、

土
曜
日
授
業
の
実
施
は
し
な
い
。

家
庭
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い
て

　
　
　オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
っ
て
い
る

学
校
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
当
市
に
お
い
て

も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
う
べ
き
と
考
え

る
。
家
庭
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
体
制

づ
く
り
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
　
　オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
は
学
習

保
障
の
面
か
ら
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　現
在
、
国
の
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想

を
受
け
、
児
童
生
徒
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
整
備
を
進
め
て
い
る
が
、
約
１
割
の

家
庭
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
環
境
が
整
っ

て
い
な
い
。
す
べ
て
の
児
童
生
徒
が
、
家

庭
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
で
き
る
体
制
づ

く
り
に
向
け
て
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
の
貸

出
し
等
今
後
さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答

問

問

答 旧
井
口
小
跡
地
の
管
理
業
務
委
託
に
つ
い
て
問
う

答　
　
地
元
の
コ
ミ
協
に
お
い
て
受

託
で
き
る
範
囲
・
内
容
で
あ
る

地
域
経
済
再
生
の
た
め
に
観
光
復
興
計
画
の
策
定
を

富永三千敏

答　
　
観
光
推
進
計
画
策
定
へ
の
思
い
は
あ
る
が
、

多
分
野
で
地
域
経
済
の
復
興
に
取
り
組
む

休
校
に
よ
る
学
習
の
遅
れ
の
対
応
に
つ
い
て
問
う

志田　　貢

答　
　
夏
休
み
や
冬
休
み
を
短
縮

し
て
対
応
す
る
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
を
推
進

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　本
市
の
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

に
よ
る
社
会
課
題
に
対
し
、
高
度
な
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
補
え
る
も
の

は
今
後
増
え
て
く
る
と
感
じ
て
い
る
。
持

続
可
能
な
地
域
社
会
を
作
っ
て
い
く
た
め

に
は
こ
の
よ
う
な
新
し
い
時
代
の
流
れ
を

取
り
入
れ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
今
後
の
国
県
、
あ
る
い
は
民
間
企
業

等
の
状
況
を
見
な
が
ら
社
会
か
ら
遅
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

　
　
　第
２
波
の
可
能
性
も
含
め
、
今
後

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
生
し
て
い

く
こ
と
を
念
頭
に
活
動
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

１

　今
年
度
事
業
を
再
考
す
る
必
要
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

２

　市
も
業
務
継
続
計
画
（
B
C
P
）
を

作
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
事
業

所
へ
B
C
P
策
定
を
推
奨
し
、
お
互
い
に

協
定
を
結
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　１

　新
し
い
生
活
様
式
に
基
づ
く

感
染
予
防
と
経
済
活
動
の
両
立
を
図
る
必

要
が
あ
り
、
そ
れ
を
念
頭
に
事
業
展
開
が

必
要
と
考
え
る
。
既
存
事
業
に
つ
い
て
も

現
状
に
照
ら
し
た
対
応
を
図
る
。

２

　今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対

応
し
た
業
務
継
続
に
関
す
る
内
容
を
追
加

し
た
業
務
継
続
計
画
の
作
成
は
も
と
よ

り
、
大
規
模
災
害
時
等
に
お
い
て
も
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
「
魚

沼
市
業
務
継
続
計
画
」
の
策
定
を
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
地
域
の
事
業
所
へ
の
策
定

推
奨
及
び
相
互
連
携
協
定
に
つ
い
て
は
検

討
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

　
　
　店
舗
等
が
営
業
す
る
際
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
体
制
の
指
導

や
確
認
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　各
省
庁
か
ら
「
業
種
別
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
が
出
さ
れ
て
お
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
い
た
感
染
防
止
対
策
を
参
考
と

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
利

用
者
が
安
心
し
て
お
店
等
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
事
業
者
が
自
主
的
に
行
っ
て
い

る
感
染
防
止
対
策
の
「
見
え
る
化
」
を
後

押
し
す
る
た
め
案
内
サ
イ
ン
の
活
用
も
周

知
し
て
い
く
。

　
　
　災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
の
ホ
テ

ル
等
と
の
連
携
体
制
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
３
密
を
防

止
す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た

め
に
は
指
定
避
難
所
だ
け
で
は
対
応
し
き

れ
な
い
状
況
も
考
え
ら
れ
、
現
在
、
協
力

体
制
に
つ
い
て
調
整
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　親
戚
や
友
人
宅
等
へ
避
難
す
る
際

の
自
主
防
災
組
織
の
連
絡
体
制
は
。

　
　
　地
域
の
状
況
に
応
じ
た
避
難
時
の

連
絡
方
法
や
安
否
情
報
の
確
認
方
法
な
ど

避
難
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
各
自
主
防
災

組
織
に
お
け
る
計
画
づ
く
り
の
推
進
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　妊
産
婦
に
配
慮
し
た
母
子
避
難
所

等
の
整
備
体
制
は
ど
う
か
。

　
　
　バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
身
障
者
用
ト

イ
レ
、
車
椅
子
等
整
備
が
整
っ
て
い
る
福

祉
避
難
所
へ
の
避
難
を
推
奨
し
て
お
り
、

適
切
に
対
応
し
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　医
療
的
ケ
ア
児
な
ど
障
害
者
及
び

要
介
護
者
等
の
避
難
困
難
者
で
あ
る
要
援

護
者
の
、
コ
ロ
ナ
禍
の
避
難
対
応
の
見
直

し
体
制
、
及
び
避
難
所
で
の
安
全
体
制
は

ど
う
か
。

　
　
　福
祉
避
難
所
へ
の
避
難
を
推
奨
し

て
お
り
、
専
用
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
対
策
を

行
う
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
３
密
を

防
止
す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
が
困
難

で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
各
地

域
に
お
い
て
避
難
に
配
慮
し
た
計
画
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

答答

問問問

問問

答答

答

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で

大
変
な
こ
と
は
、
第
２
波
、
第
３
波
が
い

つ
来
る
の
か
、
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
が
い

つ
で
き
る
の
か
、
そ
し
て
収
束
は
い
つ
頃

に
な
る
の
か
が
今
の
と
こ
ろ
不
透
明
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。災
害
か
ら
市
民
の
命
、

財
産
を
守
る
こ
と
が
自
治
体
の
使
命
と
考

え
る
。
か
つ
て
な
い
状
況
下
で
市
民
を
ど

う
守
っ
て
い
く
か
。

　
　
　財
政
調
整
基
金
を
大
い
に
活
用

し
、
国
の
制
度
へ
の
上
乗
せ
や
単
独
の
施

策
を
市
民
や
各
種
団
体
の
意
向
を
踏
ま
え

行
っ
て
い
く
時
で
は
な
い
か
。

　
　
　市
で
は
、
国
県
が
行
う
支
援
策
が

な
い
部
分
、
不
足
す
る
部
分
を
中
心
に
市

独
自
事
業
と
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
財
源
と
し
て
は
、
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
中
心
と
し
、
そ
の
ほ
か
の
財
源
に

つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
財
源
を
精
査
し
、

そ
れ
で
も
な
お
か
つ
不
足
す
る
部
分
に
つ

い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
を
充
て
る
こ
と

と
な
る
。

市
の
経
営
継
続
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
　
　南
魚
沼
市
な
ど
は
月
の
売
り
上
げ

が
前
年
同
月
比
で
20
％
減
収
か
ら
支
援
の

対
象
に
し
て
い
る
。
今
後
対
象
に
な
る
減

収
率
の
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。ま
た
、

対
象
月
も
延
長
が
必
要
で
は
な
い
か
。
　

　
　
　南
魚
沼
市
の
制
度
は
１
回
限
り
の

支
援
策
で
あ
り
、
本
市
の
継
続
的
な
支
援

と
制
度
設
計
が
違
う
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
減
収
率
に
つ
い
て
は
、
経
営
継
続
に

支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
高
い
と
い
う
観
点

か
ら
50
％
以
上
と
い
う
制
度
設
計
と
し
た

こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
今
後
、

経
済
状
況
な
ど
情
報
収
集
を
図
っ
た
う
え

で
、対
象
月
の
延
長
等
対
応
を
検
討
し
た
い
。

答

答 問

問

問問 答

答

　
　
　大
学
・
専
門
学
校
の
学
生
は
各
地

で
困
窮
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
奨
学
金
返

還
免
除
や
新
た
な
支
援
に
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
本
人
や
保
護
者
の
収
入
が
減
少
し

た
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
１
年
間
返
還
猶

予
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
奨
学

生
の
追
加
募
集
も
行
う
。
返
還
免
除
に
つ

い
て
は
判
定
要
件
や
対
象
期
間
等
の
課
題

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は
考
え
て

い
な
い
。

地
域
医
療
の
現
状
に
つ
い
て

　
　
　１

　県
は
、
発
熱
外
来
・
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
セ
ン
タ
ー
設
置
を
進
め
て
い
る
。
市

民
が
必
要
な
時
に
検
査
が
受
け
ら
れ
る
体

制
を
急
ぐ
べ
き
だ
。
検
査
体
制
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

２

　コ
ロ
ナ
感
染
者
が
出
た
時
に
医
療
機

関
、
介
護
施
設
な
ど
の
防
護
具
は
対
応
で

き
る
体
制
な
の
か
。
そ
の
調
達
や
財
政
支

援
を
市
と
し
て
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

３

　国
や
県
が
進
め
て
い
る
医
療
再
編

は
、
地
域
医
療
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
中
で
は
、
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　１

　Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
は
、

県
に
お
い
て
検
討
を
始
め
、
体
制
が
整
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
市
に
具
体
的
な
協
力
要
請

等
は
な
い
。

２

　マ
ス
ク
や
医
療
用
ガ
ウ
ン
な
ど
は
ま

だ
不
足
の
状
況
が
続
い
て
い
る
。
医
療
機

関
等
の
状
況
を
確
認
し
、
物
資
の
供
給
の

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

３

　魚
沼
圏
域
は
全
国
に
先
駆
け
て
公
立

病
院
の
再
編
を
進
め
、
周
辺
病
院
が
機
能

を
分
担
す
る
こ
と
で
地
域
完
結
型
医
療
を

実
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
地
域
医

療
が
充
実
さ
れ
つ
つ
あ
る
今
、
厚
生
労
働

省
か
ら
具
体
的
に
取
り
組
む
指
示
を
受
け

て
い
な
い
た
め
考
え
て
い
な
い
。

答

問問 答 店
舗
へ
の
感
染
予
防
体
制
の
指
導
・
確
認
体
制
は

渡辺　一美

答　
　
業
種
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

い
た
感
染
予
防
対
策
を
行
っ
て
い
る

思
い
切
っ
た
財
政
調
整
基
金
の
活
用
を

大屋　角政

答　
　
あ
ら
ゆ
る
財
源
を
精
査
し
た
う
え

で
、
不
足
分
に
充
て
る
こ
と
と
す
る

答　
　
現
段
階
で
は
、
教
育
委
員
会
と

し
て
の
返
還
免
除
は
考
え
て
い
な
い

奨
学
金
を
貸
与
し
て
い
る
学
生
へ
の
支
援
を
問
う

大平　恭児

﹁
S
o
c
i
e
t
y
５
・
０
﹂を
推
進
さ
せ
な
い
か

本田　　篤

答　
　
社
会
か
ら
遅
れ
な
い
よ
う
、

調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
を
推
進

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　本
市
の
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

に
よ
る
社
会
課
題
に
対
し
、
高
度
な
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
補
え
る
も
の

は
今
後
増
え
て
く
る
と
感
じ
て
い
る
。
持

続
可
能
な
地
域
社
会
を
作
っ
て
い
く
た
め

に
は
こ
の
よ
う
な
新
し
い
時
代
の
流
れ
を

取
り
入
れ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
今
後
の
国
県
、
あ
る
い
は
民
間
企
業

等
の
状
況
を
見
な
が
ら
社
会
か
ら
遅
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

　
　
　第
２
波
の
可
能
性
も
含
め
、
今
後

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
生
し
て
い

く
こ
と
を
念
頭
に
活
動
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

１

　今
年
度
事
業
を
再
考
す
る
必
要
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

２

　市
も
業
務
継
続
計
画
（
B
C
P
）
を

作
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
事
業

所
へ
B
C
P
策
定
を
推
奨
し
、
お
互
い
に

協
定
を
結
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　１

　新
し
い
生
活
様
式
に
基
づ
く

感
染
予
防
と
経
済
活
動
の
両
立
を
図
る
必

要
が
あ
り
、
そ
れ
を
念
頭
に
事
業
展
開
が

必
要
と
考
え
る
。
既
存
事
業
に
つ
い
て
も

現
状
に
照
ら
し
た
対
応
を
図
る
。

２

　今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対

応
し
た
業
務
継
続
に
関
す
る
内
容
を
追
加

し
た
業
務
継
続
計
画
の
作
成
は
も
と
よ

り
、
大
規
模
災
害
時
等
に
お
い
て
も
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
「
魚

沼
市
業
務
継
続
計
画
」
の
策
定
を
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
地
域
の
事
業
所
へ
の
策
定

推
奨
及
び
相
互
連
携
協
定
に
つ
い
て
は
検

討
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

　
　
　店
舗
等
が
営
業
す
る
際
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
体
制
の
指
導

や
確
認
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　各
省
庁
か
ら
「
業
種
別
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
が
出
さ
れ
て
お
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
い
た
感
染
防
止
対
策
を
参
考
と

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
利

用
者
が
安
心
し
て
お
店
等
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
事
業
者
が
自
主
的
に
行
っ
て
い

る
感
染
防
止
対
策
の
「
見
え
る
化
」
を
後

押
し
す
る
た
め
案
内
サ
イ
ン
の
活
用
も
周

知
し
て
い
く
。

　
　
　災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
の
ホ
テ

ル
等
と
の
連
携
体
制
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
３
密
を
防

止
す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た

め
に
は
指
定
避
難
所
だ
け
で
は
対
応
し
き

れ
な
い
状
況
も
考
え
ら
れ
、
現
在
、
協
力

体
制
に
つ
い
て
調
整
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　親
戚
や
友
人
宅
等
へ
避
難
す
る
際

の
自
主
防
災
組
織
の
連
絡
体
制
は
。

　
　
　地
域
の
状
況
に
応
じ
た
避
難
時
の

連
絡
方
法
や
安
否
情
報
の
確
認
方
法
な
ど

避
難
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
各
自
主
防
災

組
織
に
お
け
る
計
画
づ
く
り
の
推
進
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　妊
産
婦
に
配
慮
し
た
母
子
避
難
所

等
の
整
備
体
制
は
ど
う
か
。

　
　
　バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
身
障
者
用
ト

イ
レ
、
車
椅
子
等
整
備
が
整
っ
て
い
る
福

祉
避
難
所
へ
の
避
難
を
推
奨
し
て
お
り
、

適
切
に
対
応
し
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　医
療
的
ケ
ア
児
な
ど
障
害
者
及
び

要
介
護
者
等
の
避
難
困
難
者
で
あ
る
要
援

護
者
の
、
コ
ロ
ナ
禍
の
避
難
対
応
の
見
直

し
体
制
、
及
び
避
難
所
で
の
安
全
体
制
は

ど
う
か
。

　
　
　福
祉
避
難
所
へ
の
避
難
を
推
奨
し

て
お
り
、
専
用
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
対
策
を

行
う
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
３
密
を

防
止
す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
が
困
難

で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
各
地

域
に
お
い
て
避
難
に
配
慮
し
た
計
画
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

答答

問問問

問問

答答

答

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で

大
変
な
こ
と
は
、
第
２
波
、
第
３
波
が
い

つ
来
る
の
か
、
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
が
い

つ
で
き
る
の
か
、
そ
し
て
収
束
は
い
つ
頃

に
な
る
の
か
が
今
の
と
こ
ろ
不
透
明
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。災
害
か
ら
市
民
の
命
、

財
産
を
守
る
こ
と
が
自
治
体
の
使
命
と
考

え
る
。
か
つ
て
な
い
状
況
下
で
市
民
を
ど

う
守
っ
て
い
く
か
。

　
　
　財
政
調
整
基
金
を
大
い
に
活
用

し
、
国
の
制
度
へ
の
上
乗
せ
や
単
独
の
施

策
を
市
民
や
各
種
団
体
の
意
向
を
踏
ま
え

行
っ
て
い
く
時
で
は
な
い
か
。

　
　
　市
で
は
、
国
県
が
行
う
支
援
策
が

な
い
部
分
、
不
足
す
る
部
分
を
中
心
に
市

独
自
事
業
と
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
財
源
と
し
て
は
、
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
中
心
と
し
、
そ
の
ほ
か
の
財
源
に

つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
財
源
を
精
査
し
、

そ
れ
で
も
な
お
か
つ
不
足
す
る
部
分
に
つ

い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
を
充
て
る
こ
と

と
な
る
。

市
の
経
営
継
続
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
　
　南
魚
沼
市
な
ど
は
月
の
売
り
上
げ

が
前
年
同
月
比
で
20
％
減
収
か
ら
支
援
の

対
象
に
し
て
い
る
。
今
後
対
象
に
な
る
減

収
率
の
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。ま
た
、

対
象
月
も
延
長
が
必
要
で
は
な
い
か
。
　

　
　
　南
魚
沼
市
の
制
度
は
１
回
限
り
の

支
援
策
で
あ
り
、
本
市
の
継
続
的
な
支
援

と
制
度
設
計
が
違
う
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
減
収
率
に
つ
い
て
は
、
経
営
継
続
に

支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
高
い
と
い
う
観
点

か
ら
50
％
以
上
と
い
う
制
度
設
計
と
し
た

こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
今
後
、

経
済
状
況
な
ど
情
報
収
集
を
図
っ
た
う
え

で
、対
象
月
の
延
長
等
対
応
を
検
討
し
た
い
。

答

答 問

問

問問 答

答

　
　
　大
学
・
専
門
学
校
の
学
生
は
各
地

で
困
窮
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
奨
学
金
返

還
免
除
や
新
た
な
支
援
に
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
本
人
や
保
護
者
の
収
入
が
減
少
し

た
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
１
年
間
返
還
猶

予
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
奨
学

生
の
追
加
募
集
も
行
う
。
返
還
免
除
に
つ

い
て
は
判
定
要
件
や
対
象
期
間
等
の
課
題

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は
考
え
て

い
な
い
。

地
域
医
療
の
現
状
に
つ
い
て

　
　
　１

　県
は
、
発
熱
外
来
・
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
セ
ン
タ
ー
設
置
を
進
め
て
い
る
。
市

民
が
必
要
な
時
に
検
査
が
受
け
ら
れ
る
体

制
を
急
ぐ
べ
き
だ
。
検
査
体
制
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

２

　コ
ロ
ナ
感
染
者
が
出
た
時
に
医
療
機

関
、
介
護
施
設
な
ど
の
防
護
具
は
対
応
で

き
る
体
制
な
の
か
。
そ
の
調
達
や
財
政
支

援
を
市
と
し
て
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

３

　国
や
県
が
進
め
て
い
る
医
療
再
編

は
、
地
域
医
療
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
中
で
は
、
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　１

　Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
は
、

県
に
お
い
て
検
討
を
始
め
、
体
制
が
整
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
市
に
具
体
的
な
協
力
要
請

等
は
な
い
。

２

　マ
ス
ク
や
医
療
用
ガ
ウ
ン
な
ど
は
ま

だ
不
足
の
状
況
が
続
い
て
い
る
。
医
療
機

関
等
の
状
況
を
確
認
し
、
物
資
の
供
給
の

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

３

　魚
沼
圏
域
は
全
国
に
先
駆
け
て
公
立

病
院
の
再
編
を
進
め
、
周
辺
病
院
が
機
能

を
分
担
す
る
こ
と
で
地
域
完
結
型
医
療
を

実
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
地
域
医

療
が
充
実
さ
れ
つ
つ
あ
る
今
、
厚
生
労
働

省
か
ら
具
体
的
に
取
り
組
む
指
示
を
受
け

て
い
な
い
た
め
考
え
て
い
な
い
。

答

問問 答 店
舗
へ
の
感
染
予
防
体
制
の
指
導
・
確
認
体
制
は

渡辺　一美

答　
　
業
種
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

い
た
感
染
予
防
対
策
を
行
っ
て
い
る

思
い
切
っ
た
財
政
調
整
基
金
の
活
用
を

大屋　角政

答　
　
あ
ら
ゆ
る
財
源
を
精
査
し
た
う
え

で
、
不
足
分
に
充
て
る
こ
と
と
す
る

答　
　
現
段
階
で
は
、
教
育
委
員
会
と

し
て
の
返
還
免
除
は
考
え
て
い
な
い

奨
学
金
を
貸
与
し
て
い
る
学
生
へ
の
支
援
を
問
う

大平　恭児

﹁
S
o
c
i
e
t
y
５
・
０
﹂を
推
進
さ
せ
な
い
か

本田　　篤

答　
　
社
会
か
ら
遅
れ
な
い
よ
う
、

調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
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　１
　
異
常
少
雪
に
伴
う
緊
急
支
援
の
実
施

状
況
に
つ
い
て

　
執
行
部
か
ら
提
供
を
受
け
た
資
料
に
基

づ
き
調
査
を
行
っ
た
。

２
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
被
害

状
況
及
び
対
策
に
つ
い
て

　各
委
員
か
ら
の
調
査
結
果
報
告
と
対
策

の
提
案
を
受
け
、
委
員
会
と
し
て
報
告
書

を
ま
と
め
、
議
長
に
提
出
し
た
。

　そ
の
ほ
か
、
ス
キ
ー
場
の
無
償
譲
渡
に

つ
い
て
委
員
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
、
次
回

委
員
会
で
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

１
　
審
査
事
件

請
願
第
２
号

種
苗
法
一
部
改
正
案
の
撤
回
を
求
め
る
請
願

※

今
回
の
種
苗
法
の
一
部
改
正
案
は
、
国

会
で
見
送
り
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由

に
継
続
審
査
の
動
議
が
出
さ
れ
、
採
決
の

結
果
、
継
続
審
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

議
案
第
55
号

魚
沼
市
営
住
宅
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

議
案
第
57
号

四
日
町
排
水
ポ
ン
プ
場
土
木
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

問

　排
水
ポ
ン
プ
場
全
体
で
の
工
事
費
の

総
額
と
完
成
予
定
年
度
は
ど
う
か
。

答

　総
額
で
24
億
円
。
完
成
は
令
和
７
年

度
を
予
定
し
て
い
る
。

問

　毎
時
42
㎜
の
降
雨
を
想
定
し
て
い
る

が
、
流
域
面
積
は
ど
の
く
ら
い
か
。
排
水

ポ
ン
プ
の
能
力
は
十
分
か
。

答

　流
域
面
積
は
約
40 

ha
弱
で
、
ポ
ン

プ
能
力
は
十
分
で
あ
る
。

問

　排
水
ポ
ン
プ
場
を
造
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
下
流
域
（
堀
之
内
）
へ
の
影
響
は
あ

る
か
。

答

　影
響
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
案
第
55
・
第
57
・
第
60
・
第
61
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

　そ
の
ほ
か
、
令
和
元
年
度
の
市
内
ス
キ

ー
場
の
入
込
数
・
営
業
日
数
に
つ
い
て
執

行
部
か
ら
報
告
を
受
け
質
疑
を
し
た
。

調
査
事
件

１
　
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に

つ
い
て

　６
月
定
例
会
の
委
員
会
の
録
画
試
行
及

び
検
証
に
向
け
て
次
回
の
委
員
会
で
引
き

続
き
調
査
す
る
。

２
　
議
案
の
公
開
に
つ
い
て

　
６
月
定
例
会
か
ら
傍
聴
席
に
閲
覧
用
の

議
案
を
設
置
す
る
。

３
　
議
会
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
つ
い
て

　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
及
び
業
務
の
効
率
化

に
向
け
、
引
き
続
き
調
査
す
る
。

委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に
つ
い
て

　委
員
会
の
映
像
配
信
に
係
る
費
用
、
他

市
議
会
の
配
信
映
像
の
編
集
等
に
つ
い

て
、
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。
６

月
定
例
会
の
３
常
任
委
員
会
を
録
画
し

て
、次
回
委
員
会
で
検
証
す
る
こ
と
と
し
た
。

３
月
23
日

６
月
12
日

産
業
建
設
委
員
会
報
告

議
会
改
革

特
別
委
員
会
報
告

１
　
調
査
事
件

地
域
防
災
計
画
に
お
け
る
避
難
所
に
つ
い
て

問

　昨
年
の
大
雨
時
の
対
応
に
つ
い
て
総

括
は
し
て
い
る
か
。

答

　避
難
所
の
開
設
の
タ
イ
ミ
ン
グ
等
は

概
ね
適
切
で
あ
っ
た
が
、
備
品
等
に
つ
い

て
反
省
点
も
あ
っ
た
。
車
椅
子
、
間
仕
切

り
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
な
ど
は
あ
る
が
、

不
足
分
は
購
入
す
る
。
風
水
害
初
動
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て
運
営
し
、
福
祉

避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て
は
新
た
に
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
り
た
い
。

問

　避
難
所
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
は
し
て
い
る
か
。

答

　３
密
に
な
ら
な
い
配
慮
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
の
備
品
を
用
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
避
難
所
運
営
に
つ

い
て
も
改
め
て
検
討
し
、
早
い
段
階
で
お

示
し
し
た
い
。

　そ
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
執

行
部
か
ら
説
明
を
受
け
、質
疑
を
行
っ
た
。

１
　
審
査
事
件

請
願
第
１
号

30
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
に
係
る
意
見
書

の
採
択
を
求
め
る
請
願
書

※

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
51
号
　

魚
沼
市
ふ
る
さ
と
回
帰
育
英
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

問

　既
に
奨
学
金
の
制
度
が
あ
る
。
ど
の

よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
。

答

　既
存
の
奨
学
金
は
、
卒
業
後
の
進
路

の
定
め
は
な
い
。
ふ
る
さ
と
回
帰
育
英
基

金
は
、
卒
業
後
に
地
元
に
戻
っ
て
き
て
く

れ
る
奨
学
生
に
対
し
て
奨
学
金
の
返
還
免

除
を
考
え
て
い
る
。

議
案
第
49
〜
51
号
・
第
56
・
第
58
・
第
59
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
63
号

財
産
︵
市
内
小
中
学
校
学
習
者
用
情
報
機

器
︶
の
取
得
に
つ
い
て

問

　納
入
期
限
が
令
和
３
年
３
月
31
日
と

し
て
い
る
が
、
早
め
の
納
入
を
望
む
。
こ

の
期
限
ま
で
に
順
次
使
え
る
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
。

答

　納
入
期
限
は
３
月
31
日
だ
が
、
入
荷

し
た
も
の
か
ら
順
に
学
校
へ
の
配
置
を
進

め
て
い
き
、
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
使
用
開

始
し
た
い
。

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

１
　
審
査
事
件

議
案
第
52
号

魚
沼
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問

　条
例
改
正
に
よ
る
市
た
ば
こ
税
の
増

収
は
あ
る
か
。

答

　人
口
減
、
健
康
志
向
に
よ
る
喫
煙
率

の
低
下
は
あ
る
が
、
税
収
増
加
が
見
込
ま

れ
る
。

議
案
第
53
号

魚
沼
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

問

　当
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
率
は
ど
れ
ほ
ど
か
。

答

　14
％
弱
で
あ
る
。

議
案
第
54
号

魚
沼
市
高
齢
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付
条
例

等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問

　条
例
適
用
日
以
前
に
貸
付
を
受
け
て

い
る
場
合
、
従
前
の
利
率
を
適
用
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
該
当
者
に
軽
減
措
置
は
な

い
か
。

答

　現
在
の
と
こ
ろ
軽
減
措
置
は
な
い

が
、
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

議
案
第
52
号
〜
54
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２
　
調
査
事
件

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ

い
て

問

　介
護
施
設
等
で
罹
患
者
が
出
た
場
合

の
対
応
策
は
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

答

　厚
生
労
働
省
の
「
高
齢
者
介
護
施
設

に
お
け
る
感
染
症
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に

沿
っ
て
対
応
す
る
予
定
で
あ
る
。

問

　感
染
者
が
自
宅
療
養
と
な
っ
た
場

合
、
家
庭
ご
み
の
収
集
に
も
感
染
拡
大
の

課
題
が
出
る
と
考
え
る
。
市
民
へ
の
周
知

も
含
め
て
対
策
は
し
て
い
る
か
。

答

　感
染
症
対
策
と
し
て
、
家
庭
ご
み
の

分
別
・
収
集
に
つ
い
て
４
月
25
日
号
の
市

報
折
り
込
み
で
周
知
し
た
。

６
月
24
日

市
民
福
祉
委
員
会
報
告

総
務
文
教
委
員
会
報
告

６
月
23
日

７
月
３
日

6
月
3
日

５
月
21
日

６
月
25
日

令和７年度に完成を予定している

四日町排水ポンプ場の完成予想図

委員会室に設置されている固定カメラにより、

６月定例会の３常任委員会の録画を行った。

ごみの分別・収集について、4月25日号の市報に

折込チラシとして全戸配布されました。
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　１
　
異
常
少
雪
に
伴
う
緊
急
支
援
の
実
施

状
況
に
つ
い
て

　
執
行
部
か
ら
提
供
を
受
け
た
資
料
に
基

づ
き
調
査
を
行
っ
た
。

２
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
被
害

状
況
及
び
対
策
に
つ
い
て

　各
委
員
か
ら
の
調
査
結
果
報
告
と
対
策

の
提
案
を
受
け
、
委
員
会
と
し
て
報
告
書

を
ま
と
め
、
議
長
に
提
出
し
た
。

　そ
の
ほ
か
、
ス
キ
ー
場
の
無
償
譲
渡
に

つ
い
て
委
員
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
、
次
回

委
員
会
で
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

１
　
審
査
事
件

請
願
第
２
号

種
苗
法
一
部
改
正
案
の
撤
回
を
求
め
る
請
願

※

今
回
の
種
苗
法
の
一
部
改
正
案
は
、
国

会
で
見
送
り
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由

に
継
続
審
査
の
動
議
が
出
さ
れ
、
採
決
の

結
果
、
継
続
審
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

議
案
第
55
号

魚
沼
市
営
住
宅
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

議
案
第
57
号

四
日
町
排
水
ポ
ン
プ
場
土
木
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

問

　排
水
ポ
ン
プ
場
全
体
で
の
工
事
費
の

総
額
と
完
成
予
定
年
度
は
ど
う
か
。

答

　総
額
で
24
億
円
。
完
成
は
令
和
７
年

度
を
予
定
し
て
い
る
。

問

　毎
時
42
㎜
の
降
雨
を
想
定
し
て
い
る

が
、
流
域
面
積
は
ど
の
く
ら
い
か
。
排
水

ポ
ン
プ
の
能
力
は
十
分
か
。

答

　流
域
面
積
は
約
40 

ha
弱
で
、
ポ
ン

プ
能
力
は
十
分
で
あ
る
。

問

　排
水
ポ
ン
プ
場
を
造
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
下
流
域
（
堀
之
内
）
へ
の
影
響
は
あ

る
か
。

答

　影
響
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
案
第
55
・
第
57
・
第
60
・
第
61
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

　そ
の
ほ
か
、
令
和
元
年
度
の
市
内
ス
キ

ー
場
の
入
込
数
・
営
業
日
数
に
つ
い
て
執

行
部
か
ら
報
告
を
受
け
質
疑
を
し
た
。

調
査
事
件

１
　
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に

つ
い
て

　６
月
定
例
会
の
委
員
会
の
録
画
試
行
及

び
検
証
に
向
け
て
次
回
の
委
員
会
で
引
き

続
き
調
査
す
る
。

２
　
議
案
の
公
開
に
つ
い
て

　
６
月
定
例
会
か
ら
傍
聴
席
に
閲
覧
用
の

議
案
を
設
置
す
る
。

３
　
議
会
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
つ
い
て

　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
及
び
業
務
の
効
率
化

に
向
け
、
引
き
続
き
調
査
す
る
。

委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に
つ
い
て

　委
員
会
の
映
像
配
信
に
係
る
費
用
、
他

市
議
会
の
配
信
映
像
の
編
集
等
に
つ
い

て
、
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。
６

月
定
例
会
の
３
常
任
委
員
会
を
録
画
し

て
、次
回
委
員
会
で
検
証
す
る
こ
と
と
し
た
。

３
月
23
日

６
月
12
日

産
業
建
設
委
員
会
報
告

議
会
改
革

特
別
委
員
会
報
告

１
　
調
査
事
件

地
域
防
災
計
画
に
お
け
る
避
難
所
に
つ
い
て

問

　昨
年
の
大
雨
時
の
対
応
に
つ
い
て
総

括
は
し
て
い
る
か
。

答

　避
難
所
の
開
設
の
タ
イ
ミ
ン
グ
等
は

概
ね
適
切
で
あ
っ
た
が
、
備
品
等
に
つ
い

て
反
省
点
も
あ
っ
た
。
車
椅
子
、
間
仕
切

り
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
な
ど
は
あ
る
が
、

不
足
分
は
購
入
す
る
。
風
水
害
初
動
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て
運
営
し
、
福
祉

避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て
は
新
た
に
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
り
た
い
。

問

　避
難
所
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
は
し
て
い
る
か
。

答

　３
密
に
な
ら
な
い
配
慮
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
の
備
品
を
用
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
避
難
所
運
営
に
つ

い
て
も
改
め
て
検
討
し
、
早
い
段
階
で
お

示
し
し
た
い
。

　そ
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
執

行
部
か
ら
説
明
を
受
け
、質
疑
を
行
っ
た
。

１
　
審
査
事
件

請
願
第
１
号

30
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
に
係
る
意
見
書

の
採
択
を
求
め
る
請
願
書

※

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
51
号
　

魚
沼
市
ふ
る
さ
と
回
帰
育
英
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

問

　既
に
奨
学
金
の
制
度
が
あ
る
。
ど
の

よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
。

答

　既
存
の
奨
学
金
は
、
卒
業
後
の
進
路

の
定
め
は
な
い
。
ふ
る
さ
と
回
帰
育
英
基

金
は
、
卒
業
後
に
地
元
に
戻
っ
て
き
て
く

れ
る
奨
学
生
に
対
し
て
奨
学
金
の
返
還
免

除
を
考
え
て
い
る
。

議
案
第
49
〜
51
号
・
第
56
・
第
58
・
第
59
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
63
号

財
産
︵
市
内
小
中
学
校
学
習
者
用
情
報
機

器
︶
の
取
得
に
つ
い
て

問

　納
入
期
限
が
令
和
３
年
３
月
31
日
と

し
て
い
る
が
、
早
め
の
納
入
を
望
む
。
こ

の
期
限
ま
で
に
順
次
使
え
る
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
。

答

　納
入
期
限
は
３
月
31
日
だ
が
、
入
荷

し
た
も
の
か
ら
順
に
学
校
へ
の
配
置
を
進

め
て
い
き
、
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
使
用
開

始
し
た
い
。

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

１
　
審
査
事
件

議
案
第
52
号

魚
沼
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問

　条
例
改
正
に
よ
る
市
た
ば
こ
税
の
増

収
は
あ
る
か
。

答

　人
口
減
、
健
康
志
向
に
よ
る
喫
煙
率

の
低
下
は
あ
る
が
、
税
収
増
加
が
見
込
ま

れ
る
。

議
案
第
53
号

魚
沼
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

問

　当
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
率
は
ど
れ
ほ
ど
か
。

答

　14
％
弱
で
あ
る
。

議
案
第
54
号

魚
沼
市
高
齢
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付
条
例

等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問

　条
例
適
用
日
以
前
に
貸
付
を
受
け
て

い
る
場
合
、
従
前
の
利
率
を
適
用
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
該
当
者
に
軽
減
措
置
は
な

い
か
。

答

　現
在
の
と
こ
ろ
軽
減
措
置
は
な
い

が
、
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

議
案
第
52
号
〜
54
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２
　
調
査
事
件

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ

い
て

問

　介
護
施
設
等
で
罹
患
者
が
出
た
場
合

の
対
応
策
は
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

答

　厚
生
労
働
省
の
「
高
齢
者
介
護
施
設

に
お
け
る
感
染
症
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に

沿
っ
て
対
応
す
る
予
定
で
あ
る
。

問

　感
染
者
が
自
宅
療
養
と
な
っ
た
場

合
、
家
庭
ご
み
の
収
集
に
も
感
染
拡
大
の

課
題
が
出
る
と
考
え
る
。
市
民
へ
の
周
知

も
含
め
て
対
策
は
し
て
い
る
か
。

答

　感
染
症
対
策
と
し
て
、
家
庭
ご
み
の

分
別
・
収
集
に
つ
い
て
４
月
25
日
号
の
市

報
折
り
込
み
で
周
知
し
た
。

６
月
24
日

市
民
福
祉
委
員
会
報
告

総
務
文
教
委
員
会
報
告

６
月
23
日

７
月
３
日

6
月
3
日

５
月
21
日

６
月
25
日

令和７年度に完成を予定している

四日町排水ポンプ場の完成予想図

委員会室に設置されている固定カメラにより、

６月定例会の３常任委員会の録画を行った。

ごみの分別・収集について、4月25日号の市報に

折込チラシとして全戸配布されました。
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北のうお座
星の会

市 議 会

i c e

×

　男性７名女性１名計８名で活
動しています。会の名前は、秋
の夜空に実在する『南のうお座』
をもじり、会発足当時はまだ北
魚沼郡だったことから付けまし
た。毎年４、５回市内小中学校
のグラウンドで面白そうな星が
出そうな時に、一般市民の方を
対象に会員らの望遠鏡を持ち合
わせて天体観測を行っています。
会員募集中ですので、興味のあ
る方はぜひ堀之内公民館「生涯
学習連絡協議会」に（☎025-
794-6073）ご連絡ください。

　地域で活躍する皆さんと、ざっくば

らんに語り合うコーナーです。

　第２回目は、「星の会 北のうお座」の

メンバー貝瀬由之さんと大平徹さんか

らお話を伺いました。実は魚沼市は美

しい星空が見られることで国内でも有

名な地域とのこと。お二人からお話を

伺い、星空への興味が深まりました。

　人に聞かれて星座名が即答で
きることかな。星を見間違えて

「あれはUFOか？」なんて聞か
れることが結構ありますが、時
期や位置を聞くと星だというこ
とが分かるので、「あれは未確認
飛 行 物 体 で は な く て 既 確 認 物
体！」と答えるんですよ（笑）。

　魚沼市は以前と比べると街全
体が明るくなり、本当の暗さの
中で見る星座の素晴らしさが失
われてきていることが残念です。

「防犯」の意味で街灯はとても大
切だと思いますが、例えば上空
に光が漏れないようにカサを付
けるような配慮をしていただけ
るとありがたいですね。

　堀之内公民館のプラネタリウム
や須原スキー場山頂にある「自然
科学館 星の家」など、魚沼市は星
空を学習する自然環境や施設・設
備があります。これらを宝の持ち
腐れにすることがないように学校
教育や観光資源として最大限活用
できるように働きかけていただき
たいですね。また、魚沼市は、景
観条例や自然環境保全条例など自
然と人々の生活を調和させ自然を
守る条例を制定していますが、「星
空を守る条例」を制定してはどう
でしょう。防犯防災・広告宣伝・
娯楽等、市民生活との妥協点・バ
ランスを保ちながら条例を作るこ
とは可能と思います。

　星空への愛を感じるお話を
沢山聞くことができました。
　「魚沼市は豊かな自然を謳っ
ているので、星が綺麗に見え
る環境を残してほしい」その
声にも応えていきたいです。

会の構成メンバーや、活
動内容を教えてください

市議会に一言！

　これから見られるおすすめの星空観賞を伺ったところ、８月

12日頃に『ペルセウス座流星群』が見られるとのこと。また、

天の川もとてもきれいに見ることができます。この写真も魚沼

市で撮影されました(流れ星が1つギリギリ入ってくれました)。

　以前行った天体観測会の様子。昼間でも星が
見られるって知っていましたか？特殊なレンズ
で太陽も観察したそうです。

活動をする中で楽しみや
自慢できることは何ですか

活動を通して感じる
課題は何ですか

　政務活動費は、市議会議員の調査研究その他の活動に資するために必要な経費の一部として交付されるも
のです。交付額は「1人あたり月額8,000円」で、半年毎に２回に分けて交付されます。

1人あたり年額96,000円の使いみちは？

令和元年度令和元年度

　 　

議 員 は 政 務 活

動費をどのように

使っているのかご

報告します。

　政務活動費の収支報告書を議会ホームペ
ージで公開しています。

魚沼市  政務活動費 検索する

（単位：円）

議員氏名
または
会派名

項　　目 内　　　容

調査研究費

研　修　費

広　報　費

広　聴　費

要請・陳情活動費

会　議　費

資料作成費

資料購入費

人　件　費

事 務 所 費

計

星　　直樹

浅井　宏昭

星野みゆき

大桃　俊彦

大桃　　聰

富永三千敏

志田　　貢

佐藤　敏雄

大平　栄治

渡辺　一美

佐藤　　肇

関矢　孝夫

高野甲子雄

本田　　篤

森島　守人

森山　英敏

岡部　計夫

遠藤　徳一

日 本 共 産 党
（所属２人）

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

192,000

1,920,000

19,258

10,030

10,030

10,030

11,940

19,258

17,896

38,030

19,258

19,258

174,988

51,770

59,556

51,770

152,884

44,424

58,456

100,960

51,770

22,234

51,770

22,234

30,620

698,448

38,226

179,986

69,415

95,375

33,528

111,596

92,943

52,332

50,312

90,155

198,551

1,012,419 0 0 0 0

14,344

48,000

84,080

85,761

42,384

48,000

11,160

4,400

45,117

46,606

33,804

22,278

39,803

23,597

13,512

93,080

29,604

685,530 0 0

123,598

190,016

127,445

189,485

97,701

135,468

119,028

122,756

97,343

215,897

129,060

144,592

123,238

110,831

96,143

84,540

115,314

150,379

198,551

2,571,385

　

11,460

11,460

交付額
調査研究費 支出計事務所費人件費資料購入費資料作成費会議費

要請・
陳情活動費

広聴費広報費研修費

支　　出　　額 返還額
（収支差引額）

会派、または、議員が行う市の事務、地方行財政等に関する調
査研究及び調査委託に関する経費（交通費、宿泊料等）

会派、または、議員が研修を開催するために必要な経費、団体等が開
催する研修会の参加に要する経費（講師謝金、研修等参加費、交通費等）

会派、または、議員が行う活動、市政について住民に報告するた
めに要する経費（広報紙・報告書等印刷費、文書通信費、会場費等）

会派、または、議員が行う住民からの市政及び会派又は議員の活動に対する
要望、意見の聴取、住民相談等の活動に要する経費（資料印刷費、会場費等）

会派、または、議員が要請、陳情活動を行うために必要な経費（資
料印刷費、文書通信費、交通費等）

会派、または、議員が行う各種会議、団体等が開催する意見交換会
等各種会議への参加に要する経費（会場費、資料印刷費、参加費等）

会派、または、議員が行う活動に必要な資料の作成に要する経
費（印刷製本代、リース代等）

会派、または、議員が行う活動に必要な図書、資料等の購入に
要する経費（書籍購入費、新聞雑誌購読料等）

会派、または、議員が行う活動を補助する職員を雇用する経費（賃
金等）

会派、または、議員が行う活動に必要な事務所の設置、管理に
関する経費（事務所の賃貸料、維持管理費等）
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　男性７名女性１名計８名で活
動しています。会の名前は、秋
の夜空に実在する『南のうお座』
をもじり、会発足当時はまだ北
魚沼郡だったことから付けまし
た。毎年４、５回市内小中学校
のグラウンドで面白そうな星が
出そうな時に、一般市民の方を
対象に会員らの望遠鏡を持ち合
わせて天体観測を行っています。
会員募集中ですので、興味のあ
る方はぜひ堀之内公民館「生涯
学習連絡協議会」に（☎025-
794-6073）ご連絡ください。

　地域で活躍する皆さんと、ざっくば

らんに語り合うコーナーです。

　第２回目は、「星の会 北のうお座」の

メンバー貝瀬由之さんと大平徹さんか

らお話を伺いました。実は魚沼市は美

しい星空が見られることで国内でも有

名な地域とのこと。お二人からお話を

伺い、星空への興味が深まりました。

　人に聞かれて星座名が即答で
きることかな。星を見間違えて

「あれはUFOか？」なんて聞か
れることが結構ありますが、時
期や位置を聞くと星だというこ
とが分かるので、「あれは未確認
飛 行 物 体 で は な く て 既 確 認 物
体！」と答えるんですよ（笑）。

　魚沼市は以前と比べると街全
体が明るくなり、本当の暗さの
中で見る星座の素晴らしさが失
われてきていることが残念です。

「防犯」の意味で街灯はとても大
切だと思いますが、例えば上空
に光が漏れないようにカサを付
けるような配慮をしていただけ
るとありがたいですね。

　堀之内公民館のプラネタリウム
や須原スキー場山頂にある「自然
科学館 星の家」など、魚沼市は星
空を学習する自然環境や施設・設
備があります。これらを宝の持ち
腐れにすることがないように学校
教育や観光資源として最大限活用
できるように働きかけていただき
たいですね。また、魚沼市は、景
観条例や自然環境保全条例など自
然と人々の生活を調和させ自然を
守る条例を制定していますが、「星
空を守る条例」を制定してはどう
でしょう。防犯防災・広告宣伝・
娯楽等、市民生活との妥協点・バ
ランスを保ちながら条例を作るこ
とは可能と思います。

　星空への愛を感じるお話を
沢山聞くことができました。
　「魚沼市は豊かな自然を謳っ
ているので、星が綺麗に見え
る環境を残してほしい」その
声にも応えていきたいです。

会の構成メンバーや、活
動内容を教えてください

市議会に一言！

　これから見られるおすすめの星空観賞を伺ったところ、８月

12日頃に『ペルセウス座流星群』が見られるとのこと。また、

天の川もとてもきれいに見ることができます。この写真も魚沼

市で撮影されました(流れ星が1つギリギリ入ってくれました)。

　以前行った天体観測会の様子。昼間でも星が
見られるって知っていましたか？特殊なレンズ
で太陽も観察したそうです。

活動をする中で楽しみや
自慢できることは何ですか

活動を通して感じる
課題は何ですか

　政務活動費は、市議会議員の調査研究その他の活動に資するために必要な経費の一部として交付されるも
のです。交付額は「1人あたり月額8,000円」で、半年毎に２回に分けて交付されます。

1人あたり年額96,000円の使いみちは？

令和元年度令和元年度

　 　

議 員 は 政 務 活

動費をどのように

使っているのかご

報告します。

　政務活動費の収支報告書を議会ホームペ
ージで公開しています。

魚沼市  政務活動費 検索する

（単位：円）

議員氏名
または
会派名

項　　目 内　　　容

調査研究費

研　修　費

広　報　費

広　聴　費

要請・陳情活動費

会　議　費

資料作成費

資料購入費

人　件　費

事 務 所 費

計

星　　直樹

浅井　宏昭

星野みゆき

大桃　俊彦

大桃　　聰

富永三千敏

志田　　貢

佐藤　敏雄

大平　栄治

渡辺　一美

佐藤　　肇

関矢　孝夫

高野甲子雄

本田　　篤

森島　守人

森山　英敏

岡部　計夫

遠藤　徳一

日 本 共 産 党
（所属２人）

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

192,000

1,920,000

19,258

10,030

10,030

10,030

11,940

19,258

17,896

38,030

19,258

19,258

174,988

51,770

59,556

51,770

152,884

44,424

58,456

100,960

51,770

22,234

51,770

22,234

30,620

698,448

38,226

179,986

69,415

95,375

33,528

111,596

92,943

52,332

50,312

90,155

198,551

1,012,419 0 0 0 0

14,344

48,000

84,080

85,761

42,384

48,000

11,160

4,400

45,117

46,606

33,804

22,278

39,803

23,597

13,512

93,080

29,604

685,530 0 0

123,598

190,016

127,445

189,485

97,701

135,468

119,028

122,756

97,343

215,897

129,060

144,592

123,238

110,831

96,143

84,540

115,314

150,379

198,551

2,571,385

　

11,460

11,460

交付額
調査研究費 支出計事務所費人件費資料購入費資料作成費会議費

要請・
陳情活動費

広聴費広報費研修費

支　　出　　額 返還額
（収支差引額）

会派、または、議員が行う市の事務、地方行財政等に関する調
査研究及び調査委託に関する経費（交通費、宿泊料等）

会派、または、議員が研修を開催するために必要な経費、団体等が開
催する研修会の参加に要する経費（講師謝金、研修等参加費、交通費等）

会派、または、議員が行う活動、市政について住民に報告するた
めに要する経費（広報紙・報告書等印刷費、文書通信費、会場費等）

会派、または、議員が行う住民からの市政及び会派又は議員の活動に対する
要望、意見の聴取、住民相談等の活動に要する経費（資料印刷費、会場費等）

会派、または、議員が要請、陳情活動を行うために必要な経費（資
料印刷費、文書通信費、交通費等）

会派、または、議員が行う各種会議、団体等が開催する意見交換会
等各種会議への参加に要する経費（会場費、資料印刷費、参加費等）

会派、または、議員が行う活動に必要な資料の作成に要する経
費（印刷製本代、リース代等）

会派、または、議員が行う活動に必要な図書、資料等の購入に
要する経費（書籍購入費、新聞雑誌購読料等）

会派、または、議員が行う活動を補助する職員を雇用する経費（賃
金等）

会派、または、議員が行う活動に必要な事務所の設置、管理に
関する経費（事務所の賃貸料、維持管理費等）
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　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
終
息
の
兆
し
が
み
え

な
い
中
、
市
民
の
皆
様
方
は

先
々
の
不
安
を
感
じ
な
が
ら

も
自
分
の
た
め
、
人
の
た
め

に
と
自
粛
要
請
に
応
え
、
前

向
き
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
姿

に
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　皆
様
の
頑
張
り
の
お
か
げ

で
自
粛
要
請
は
解
除
さ
れ
ま

し
た
が
、
第
２
波
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
今
後
も
こ
の
緊
張

感
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
新

型
コ
ロ
ナ
終
息
の
た
め
に
大

切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　今
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
い
う
見
え
な
い
敵
と
気
を

緩
め
ず
に
戦
う
こ
と
で
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

を
習
慣
化
し
て
、「
新
し
い

生
活
様
式
」
で
こ
の
局
面
を

乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

（
大
桃
俊
彦
）

あ
と
が
き

　２
月
定
例
会
に
「
魚
沼
市
い
じ
め
・
差

別
等
を
防
止
し
て
人
権
を
守
る
条
例

（
案
）」
が
提
案
さ
れ
、
最
終
日
に
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
た
。

　私
は
、
予
備
提
案
の
た
め
の
委
員
会
、

提
案
の
本
会
議
、
付
託
案
件
審
査
の
委
員

会
、
本
会
議
最
終
日
、
全
て
の
審
査
過
程

を
傍
聴
し
た
。

　学
校
で
の
い
じ
め
・
差
別
は
登
校
拒
否
、

自
死
等
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
、職
場
、

地
域
で
の
い
じ
め
・
差
別
は
ひ
き
こ
も
り
、

自
死
等
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

　当
市
は
、
県
下
で
自
殺
率
の
高
い
方
で

自
殺
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
条

例
が
役
立
て
ば
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　審
査
過
程
の
中
で
気
に
な
っ
た
の
は
、

第
２
条
で
関
係
法
律
を
記
述
し
、
定
義
と

し
て
い
る
が
、
議
会
に
は
資
料
と
し
て
提

出
さ
れ
ず
、
条
例
（
案
）
の
質
疑
が
不
十

分
に
感
じ
た
。
ま
た
、
こ
の
条
例
に
は
審

議
会
に
つ
い
て
の
条
文
が
な
く
、
持
ち
込

ま
れ
た
い
じ
め
・
差
別
事
案
に
つ
い
て
、

市
担
当
課
が
対
応
す
る
こ
と
と
な
る
。
行

政
現
場
が
過
重
負
担
と
な
り
、「
市
長
の

お
手
盛
り
」
と
の
批
判
が
発
生
し
な
い

か
？ 

議
会
の
対
応
に
期
待
す
る
。

　緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
時
、
私

は
こ
の
今
を
皆
で
辛
抱
す
れ
ば
、
前
の
よ

う
な
生
活
に
戻
れ
る
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
、
ど
う
や
ら
そ
う
は
行
か
な

い
み
た
い
で
す
ね
。
残
念
だ
け
ど…

。
歴

史
に
残
る
見
え
な
い
強
敵
の
よ
う
で
す
。

　さ
て
、
新
し
い
生
活
様
式
と
い
う
こ
と

で
い
ろ
い
ろ
な
実
践
例
の
中
で
の
生
活
が

動
き
始
め
て
い
ま
す
が
、私
が
思
う
の
は
、

毎
日
の
検
温
と
同
じ
よ
う
に
「
自
宅
で
ウ

イ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
」
が
で
き
る
と
良
い
な

と
い
う
こ
と
で
す
。「
今
朝
は
陽
性
だ
っ

た
の
で
、テ
レ
ワ
ー
ク
（
リ
モ
ー
ト
授
業
）

で
お
願
い
し
ま
す
」
と
、
柔
軟
に
対
応
で

き
る
職
場
や
学
校
に
な
っ
て
、結
果
が「
陰

性
」
だ
っ
た
ら
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
行

動
で
き
る
。
そ
し
て
、
以
前
の
よ
う
に
い

ろ
い
ろ
な
大
会
へ
参
加
し
た
り
、
お
祭
り

に
行
け
た
り…

。
そ
ん
な
に
簡
単
に
は
い

か
な
い
だ
ろ
う
け
ど
、
私
の
思
う
世
の
中

に
近
づ
い
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
何

か
を
思
い
切
り
や
れ
て
、
そ
ん
な
人
た
ち

を
心
か
ら
応
援
で
き
る
世
の
中
に
!!

新
し
い
生
活
様
式

市
民
の
声

中
原

　星

　孝
司
さ
ん

い
じ
め
・
差
別
等
防
止
条
例
の

制
定
を
歓
迎
し
て

小
出
島

井
口
浩
子
さ
ん

魚沼市議会
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市民の声を市議会へ
「市民の声を聞く会」を開催します

「夜に咲く」小出中学校美術部

わが校
自慢

　小
出
中
学
校
は
、
元
気
が
あ
り

団
結
力
が
と
て
も
強
い
で
す
。
昨

年
の
体
育
祭
で
は
、
競
技
後
に
互

い
の
健
闘
を
称
え
合
い
、
全
校
一

丸
と
な
っ
て
校
歌
を
歌
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
予
定
に
は

な
い
、
生
徒
の
自
主
的

な
行
動
で
し
た
。
今
年

度
も
様
々
な
活
動
を
通

し
て
、
さ
ら
に
団
結
力

の
あ
る
学
校
に
し
た
い

で
す
。

　魚沼市議会では、新型コロナウイルス感染症対策
に十分留意したうえ、「市民の声を聞く会」を開催い
たします。
　市民の皆様から率直なご意見をお聴きし、今後の
議会活動に反映させていただきます。予約不要です
ので、直接会場にお越しください。

※マスクの着用をお願いします。
※手指の消毒をお願いします。（会場入口に消毒液を設置します）
※体調不良の方はご無理なさらずに来場をお控えください。

日時：８月６日㈭
　　  午後７時〜午後８時40分
会場：魚沼市役所本庁舎３階
　　　議会会議室

感染症対策への協力のお願い


